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『
出
雲
国
風
上
記
』
島
根
郡
家

の
比
定

―
―

「
水
草
川
」
の
二
つ
の
源
と
古
道
の

″
復
元
〃
を
手
が
か
り
と
し
て
―
―

月艮

部

は
じ
め
に

私
は
こ
れ
ま
で
に
島
根
郡
家
の
比
定
を
課
題
と
す
る
左
記
の
Ａ
～
Ｃ
論
文
を
公
刊
し
、
Ｄ
論
文
の
執
筆
を
終
え
た
。
今
回
、
最
初
に
発
表
し

た
Ａ
論
文
で
は
調
査
で
き
て
い
な
か
っ
た
、
「
水
草
川
」
の
西
北
の
源
の
実
地
調
査
を
果
し
、　
そ
こ
に
至
る
総
て
の
古
道

（少
な
く
と
も
江
戸

時
代
に
ま
で
湖
る
）
を

″
復
元
″
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
に
基
い
て
こ
の
問
題
を
考
察
し
た
。
『参
究
』
（納
佐
説
）
は
、
水
源
を
二
つ
持
つ
水

草
川

「
の
記
述
は
、
島
根
郡
の
郡
家
の
位
置
の
考
定
に
最
も
有
力
な
拠
り
所
と
な
る
も
の
で
あ
る
。」
（
２０７
ぺ
）
と
す
る
が
、
結
果
は
、
島
根
郡

家
の
地
は
従
来
の
松
江
市
下
東
川
津
町
字
納
佐
と
は
な
ら
ず
、
や
は
り
松
江
市
福
原
町
内
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
Ａ
～
Ｃ
論
文

（
Ｄ
論
文
は
主

に
Ａ
～
Ｃ
論
文
の
補
正

・
訂
正
で
あ
る
）
の
結
論
と
同
じ
で
あ
る
。

今
後
も
こ
の
研
究
を
私
は
続
行
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
さ
ら
に

一
層
福
原
説
が
強
固
な
も
の
と
な
れ
ば
、
島
根
郡
家
を
中
心
と
し
て
放
射
状

に
記
さ
れ
て
い
る
諸
郷

・
山

・
野

・
川
（水
源
地
か
山
裾

Λ
登
山
口
〉
か
は
確
実
に
は
判

っ
て
い
な
い
）
・
橋
な
ど
の
比
定
と
そ
こ
に
至
る
古
道

の

″復
元
″
も
進
め
や
す
く
な
る
と
思
う
。
本
論
文
で
は
研
究
の
方
法
な
ど
Ａ
～
Ｄ
論
文
に
記
し
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
再
述
し
な
い
つ
も
り
な

の
で
、
初
め
て
お
読
み
下
さ
る
方
は
先
に
既
発
表
の
論
文
を
Ａ
↓
Ｄ
の
順
に
お
読
み
頂
き
た
い
。
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二

な
お
、
Ａ
～
Ｄ
論
文
は
島
根
郡
家
の
比
定
を
主
題
と
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
が
他
の
未
解
決
の
問
題
の
研
究
に
寄
与
す
る
こ
と
は
述
べ
た
通

り
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
ほ
か
に
ま
だ
記
し
て
い
な
い
目
的
を
持

っ
て
い
る
。
即
ち
、
『
出
雲
国
風
土
記
』
（
以
下
、
『
風
土
記
し

に
は
数
理

的
性
格
が
顕
著
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
他
の
内
容
も
信
頼
性
が
非
常
に
高
い
と
従
来
考
え
ら
れ
て
来
て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
ま
で

（
１
）

そ
の
数
字
そ
の
も
の
の
信
憑
性
に
関
す
る
研
究
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い

（
加
藤
義
成
氏
の
意
宇
郡
宍
道
郷
の
大
石

・
猪
石
の
研
究
を
除
く
）
。

も
し
こ
の
数
字
そ
の
も
の
が
粗
略
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
れ
ば
、
『
風
上
記
』
の
数
字
全
体
、　
ひ
い
て
は
内
容
の
正
確
さ
に
対
す
る

信
頼
も
揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
根
本
的
な
問
題
と
思
う
。
私
は
、
島
根
郡
家
の
場
所
が

『
風
土
記
』
の
示
す
数
字

（距
離
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な

れ
ば
、
同
時
に
そ
の
数
字
そ
の
も
の
の
信
憑
性
も
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
Ａ
論
文
以
来
関
心
を
抱
き
続
け
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
Ａ

（
２
）

～
Ｄ
論
文
と
本
論
文
以
外
の
、
島
根
郡
家
の
比
定
を
主
題
と
し
て
い
な
い
論
文
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

Ａ
～
Ｄ
論
文
と
、
本
論
文
に
お
い
て
私
は
考
古
学
的
な
資
料
を
積
極
的
に
用
い
て
い
な
い

（
Ａ
論
文
に
お
け
る
千
酌
駅
家
に
関
す
る
内
田
律

雄
氏
の
須
恵
器
の
分
布
説
を
除
く
）
。
そ
れ
は
考
古
学
的
成
果
と
文
献
的
記
載
と
が
必
ず
し
も
明
確
に
対
応
す
る
と
は
限
ら
な
い
場
合
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
私
は
、
Ａ
論
文
以
後
の
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
る
研
究
を
煮
詰
め
、
自
説
が
決
定
的
に
な
っ
た
段
階
で
、
従
来
の
考
古
学
的
成

果
と
関
連
さ
せ
つ
つ
諸
問
題
を
さ
ら
に
考
察
す
る
予
定
で
あ
る
。

本
研
究
に
つ
い
て
も
島
根
大
学
を
初
め
と
し
て
、
島
根
県

・
松
江
市
の
教
育
委
員
会
及
び
諸
部
局
、
地
元
の
本
庄

・
持
田
公
民
館
や
数
多
く

の
方
々
の
ご
指
導

・
ご
助
力
を
賜
わ
っ
た
。
総
て
の
芳
名
を
掲
げ
尽
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

Ａ
　

「
『
出
雲
国
風
土
記
』
島
根
郡
家
の
比
定
―
―
千
酌
駅
家
湊

・
千
酌
駅
家
の
比
定
と
通
道
の

″復
元
〃
を
通
し
て
―
―
」
『
山
陰
史
談
』

２．
号
、
山
陰
史
談
会
、
昭
和
６０
年
５
月
、
平
田
。

Ｂ
　

「
『
出
雲
国
風
土
記
』
島
根
郡
家
の
比
定
―
―
通
道
の

″復
元
″
と
納
佐
説
の
再
検
討
を
通
し
て
―
―
」
『
日
本
書
紀
研
究
』
第
１５
冊
、

塙
書
房
、
昭
和
６２
年
６
月
、
東
京
。



Ｃ
　

「
『
出
雲
国
風
土
記
』
島
根
郡
家
の
比
定
―
―
瀬
埼
成
の
比
定
と
古
道
の

″
復
元
″

を
手
が
か
り
と
し
て
―
―
，附
説
　
出
雲
国
の
成
の

制
と
機
能
」
『
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
１９
号
、
昭
和
６２
年
３
月
、
東
京
。

Ｄ
　

「
『
出
雲
国
風
土
記
』
島
根
郡
家
の
比
定
―
―
旧
三
論
文
の
補
正
―
―
附
説
　
宅
伎
成

。
出
雲
国
の
四
浦
と

″
軍
船
〃
」
『
大
妻
女
子
大

学
文
学
部
紀
要
』
２０
号
、
昭
和
６３
年
３
月
発
行
予
定
、
東
京
。

Ａ
～
Ｄ
は
執
筆
順
序
に
よ
る
。

注
（
１
）

加
藤
義
成

『
修
訂
出
雲
国
風
上
記
参
究
』
（改
訂
三
版
）
１１６
ぺ
ヽ
今
井
書
店
、
昭
和
５６
年
、
松
江
。
昭
和
４６
年
５
月
の
上
代
文
学
会
大
会

（於
島
根
大

学
）
臨
地
研
究
に
お
け
る
加
藤
氏
の
ご
説
明
で
も
、
石
の
大
き
さ
を
面
に
沿
っ
て
実
測
し
た
と
こ
ろ

『
風
土
記
』
の
数
値
と

一
致
し
た
、
と
感
激
を
も
っ

て
お
話
さ
れ
た
。

（
２
）

服
部
旦

「
『出
雲
国
風
土
記
』
島
根
郡

『
野
浪
濱
』
の
考
察
」
『風
土
記
研
究
』
創
刊
号
、
風
土
記
研
究
会
、
昭
和
６０
年
１０
月
、
社
町
。

本
論
文
添
附
地
図
の
説
明

本
論
文
地
図
は
煩
雑
に
記
号
を
附
し
て
い
る
が
左
記
の
よ
う
な
原
則
に
よ
っ
て
い
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
地
図
に
示
さ
れ
た
諸
地
点
を
頭
に
入
れ
て
か
ら
論
文

を
お
読
み
頂
け
れ
ば
、
土
地
勘
の
な
い
方
に
も
若
千
の
助
け
と
な
る
こ
と
と
思
う
。

一　
残
存
も
し
く
は
私
が

″
復
元
“
し
た
旧
道
を
赤
の
実
線
で
示
し
、
路
線
の
番
号
を
傍
に
赤
の
算
用
数
字
で
打
つ
。

一
一　
旧
道
は
目
下
私
が
風
土
記
の

「
通
道
」
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
第
１
路
線
が
背
骨
に
当
た
り
、
第
１
路
線
か
ら
派
生
、
も
し
く
は
第
１
路
線

と
交
叉
す
る
旧
道
を
東
か
ら
西
に
向
か
っ
て
、
第
２

・
第
３

・
第
４
と
算
用
数
字
を
振

っ
て
示
す
。

〓
一　
川
は
実
線
で
、
原
地
図
に
示
さ
れ
て
い
な
い
支
流
も
示
し
た
。
但
し
、
論
に
関
係
の
な
い
小
支
流
は
表
示
し
な
か
っ
た
。

四
　
旧
道
上
の
地
点
、
も
し
く
は
旧
道
に
近
い
地
点
を
片
仮
名
ア
・
イ

・
ウ

・
工
…
を
用
い
て
示
し
、
第
１
路
線
か
ら
第
９
路
線

（第
１０
路
線
に
は
該
当
な

し
）
ま
で
の
間
を
通
し
番
号
で
東
か
ら
西
へ
、
南
か
ら
北
へ
向
っ
て
打
つ
。
即
ち
、
第
１
路
線
を
東
端
の
ア
か
ら
西
端
の
ス
ま
で
打
つ
と
、
次
に
第
２
路

線
の
セ
に
移
り
、
次
に
第
３
路
線
の
最
南
端
ソ
か
ら
北
端
の
二
ま
で
北
上
し
て
打
っ
て
い
る
。

五
　
川
筋
上
の
地
点
も
し
く
は
川
筋
に
近
い
地
点
は
ア
ル
フ
フ
ベ

，
■
ス
モ
ー
ル
ａ
・
ｂ

・
Ｃ
…
を
用
い
て
示
し
、
上
流
か
ら
下
流
へ
、
東
か
ら
西
へ
向
か
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四

っ
て
通
し
番
号
を
打
つ
。
即
ち
、
東
端
の
福
原
川
の
最
上
流
ａ
か
ら
下
流
の
ｄ
ま
で
打
つ
と
、
次
に
西
隣
り
の
ホ
ー
ヅ
キ
谷
川
ｅ
～
ｎ
、
次
に
そ
の
西
の

本
谷
川
ｏ
～
ｒ
の
如
く
で
あ
る
。

ユハ
　
そ
の
他
の
地
点

・
地
名

・
川
名
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
ラ
ー
ジ
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ
…

（ゴ
シ
ッ
ク
体
）
で
、
東
北
よ
り
西
南
に
向
か
っ
て
打

っ
て
い
る
。

一

初
め
に
本
文

の
異
同
と
既
説

の
校
訂
を
検
討
す
る
。

最
古

の
写
本
で
あ
る
細
川
本

に
は
、

ルハ
童
百
世
痛
娑

一出 一
赫
獅
咄
鰤
焙

里 東、
一 三
醜

六 一、
輌

尤、八
時
一
計
峙
輔
山
一
水
源

二
水
合
南
海、
流
入
ヽ
海
鯖
（傍
点
は
服
部
）

と
あ
（犯

。
校
訂
に
つ
い
て
は

「
河
」
を

『参
究
』
（改
訂
増
補
新
版
、
改
訂
三
〈樋

Λ
修
訂
版
Ｖ
と
も
）

は
そ
の
ま
ま

「
河
」
と
し
、　
日
本
古
典

文
学
大
系
本
脳
底
本
の
万
葉
緯
本
に
よ
り

「
川
」
と
改
め
て
い
る
。

「
東
」
を
古
典
大
系
本
が

「
底

・
砂

『
北
』
、
倉

『
東
』
。
次
の
一
水
源
を

『
西
北
』

と
す
る
か
ら
、　
こ
れ
は

『
東
北
』

と
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。」
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
『参
究
』
は
改
訂
増
補
新
版
で
は

「
地
理
に
よ
り
抄

・
万
と
記
載
例
に
従
う
。」

と
し
て

「
正
北
」
に
改
め
て

い
る
。
但
し
、
抄
本

・
万
葉
緯
本
に
は

「
北
」
と
あ
る
。
記
載
例
と
は
、
『
瓜
土
記
』
の
方
角
の
記
し
方
は

「
北
」
で
は
な
く

「
正
北
」
と
す

る
の
が
常
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。　
し
か
し
、　
こ
の

「
地
理
に
よ
り
」
は
不
審
で
あ
る
。
即
ち
、
『参
究
』
は
島
根
郡
家
納
佐

（
地
図
Ｄ
附
近
）
説

で
、
い
わ
ゆ
る

″
東
北
″
の

「
一
水
源
」

を
坂
本
川

（
地
図
Ｃ
に
接
す
る
）

と
考
え
て
い
る
。

坂
本
川
の
源
の
方
角
は
納
佐
か
ら
東
北
で
、

「
正
北
」
と
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
後
に
『参
究
』
は
改
訂
三
版

（修
訂
版
）
に
お
い
て
こ
れ
を
大
系
本
と
同
じ
く

「
東
北
」

に
改
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
注
は

「
地
理
に
よ
り
抄

・
万
と
記
載
例
に
従
が
う
。」

と
変
っ
て
い
な
い
。
納
佐
か
ら
坂
本
川
の
水
源
地
は



東
北
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
改
め
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
十
ミ
∵

「
尤
」
を

「
歩
」
に
、
「
毛
志
心
や
」
を

「
毛
志
山
」
に

『
参
究
』
が
訂
正
し
て
い
る
の
は
従
が
う
べ
き
と
思
う
。

「
三
里

一
百
八
十
歩
」
は
抄
本
に

「
三
里
二
百
八
十
歩
」
と
あ
り
、
『
参
究
』
」
古
典
大
系
本
が

「
一
百
八
十
歩
」
と

校

訂
し
て
い
る
。
私

は
Ａ
論
文
で

「
三
里

一
百
八
十
歩
」
に
基
き
福
原
説
を
導
き
出
し
た
が
、
本
論
文
で
は

「
三
里
二
百
八
十
歩
」
の
場
合
ど
の
地
点
に
な
る
か
も

示
し
た
い
。

「
二
水
」
以
下
は
抄
本
に
は
な
い
が
他
の
本
に
は
あ
る
。

記
載
例
か
ら
す
れ
ば
本
来
あ

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

「
南
海
」
の

「
海
」

を
解
本
が
行
字
と
し
、
『
参
究
』
・
古
典
大
系
本
が
従

っ
て
い
る
の
も
、
記
載
例
か
ら
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
。

「
東
」
の
水
源
に
関
し
て
、
私
は
Ａ
論
文
２．
ぺ
で

「
東
北
」
と
校
訂
せ
ず
に
、
「
北
」
と
あ
る
本
を
採
用
す
れ
ば

（福
原
か
ら
の
）

実
地
理

に
叶
う
、
と
書
い
た
。
こ
の

「
東
」

（
″
東
北
″
）
の
水
源

（
Ａ
論
文
で
福
原
川
本
流

Λ
本
論
文
地
図
Ｂ
Ｖ
と
し
た
）

も
納
佐
か
ら

「
東
北
」

の
方
角
に
当
た
る
の
で
、
納
佐
と
の
距
離
も
以
下
で
示
し
て
検
討
し
た
い
。
そ
の
他
の
校
訂
に
つ
い
て
は
既
説
に
従
う
べ
き
も
の
と
思
う
。

注
（
１
）

秋
本
吉
徳
編

『
出
雲
国
風
上
記
諸
本
集
』
３９
ぺ
ヽ
勉
誠
社
、
昭
和
５９
年
、
東
京
。

（
２
）

加
藤
義
成

『出
雲
国
風
土
記
参
究
』
（改
訂
増
補
新
版
）
４９５
ぺ
ヽ
原
書
房
、
昭
和
３７
年
、
東
京
。

（３
）

加
藤
義
成

『
修
訂
出
雲
国
風
土
記
参
究
』
（改
訂
三
版
）
４９５
ぺ
ヽ
今
井
書
店
、
昭
和
５６
年
、
松
江
。

（
４
）

秋
本
吉
郎
校
注

『
日
本
古
典
文
学
大
系
２
　
風
上
記
』
１３２
ぺ
ヽ
岩
波
書
店
、
昭
和
３３
年
、
東
京
。

二

ま
ず

″
東
北
″
の
水
源
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
桑
原
文
庫
本

『
風
土
記
抄
』
は

「
此
水
源

自
二諏
野

『
考
証
』
も
同
じ
で
あ
る
。
古
典
文
学
大
系
本
も

「
毛
志
山

（澄
水
山
）
に
発
源
し
て
南
に
流
れ
、
虫
野

『出
雲
国
風
土
記
』
島
根
郡
家
の
比
定

′
　
　

　

　

　
　

　

　

ス
ン

ズ
　
　
　
　
　
ツ
（
１
）

中
今
福
原
村
澄
水
山
一出
」
と
し
、

（福
原
辺
）
に
出
で
、　
西
南
に
流
れ

五



六

る
も
∝
ご

と
注
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
現
在
の
福
原
川

（
朝
酌
川
本
流
の
福
原
町
内
の
呼
称
）
本
流

（
地
図
Ｂ
）
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し

『
参
究
』
は
、
「
松
江
市
持
田
の
別
所
谷
で
坂
本
に
流
れ
一
る
坂
本
川

（
地
図
Ｃ

・
ｅ
・
ｏ
）
と
す
る
。

坂
本
川

（朝
酌
川
本

流
の
一
支
流
で
、
坂
本
町
内
の
呼
称
）
を
湖
る
と
、
松
江
市
坂
本
町

（「持
田
」
Λ
『参
究
』
Ｖ
で
は
な
い
）
別
所
地
区

（
「
坂
本
上
」
と
も
呼
ぶ
。

地
図
１

・
ｍ
・
ｎ
附
近
）
に
お
い
て
二
つ
に
分
か
れ
る
が
、
『
参
究
』
は
ど
ち
ら
の
流
れ
が

″
東
北
″
の
水
源
か
は
記
し
て
い
な
い
。

私
は
昭
和
５９
年
以
来
本
年

（昭
和
６２
年
）
８
月
ま
で
の
間
に
水
草
川
に
該
当
し
そ
う
な
５
本
の
川
の

″
水
源
地
″
と
、
そ
こ
か
ら
福
原
と
納

佐
に
通
ず
る
総
て
の
旧
道
を
調
査
し
た
。
こ
れ
ら
の
旧
道
は
昔
の
ま
ま
残

っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
多
く
は
拡
幅
さ
れ
た
鋪
装
道
路

（松
江

市
道
）
の
中
に
入
り
消
滅
し
て
い
た
。
幸
い
に
し
て
、
旧
道
が
現
在
の
市
道
の
ど
こ
に
通

っ
て
い
た
か
を
記
憶
し
て
お
ら
れ
る
方
々
が
現
存
じ

て
い
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
研
究
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
昭
和
初
期
生
ま
れ
ま
で
の
現
存
者
が
旧
道
の
記
憶
を
持
つ
最
後
の
世
代

で
あ

る

の

で
、
今
後
の
調
査
が
緊
急
を
要
す
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

こ
う
し
て
確
認
し
た
古
道
を
辿
り
納
佐
あ
る
い
は
福
原
に
向
か
う
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、　
″
東
北
″
の
水
源
を
福
原
川

（
地
図
ａ
）
と
し
た

場
合
、
三
里

一
百
八
十
歩
即
ち
、
お
燿
あ
ト
ロ

（
Ａ
論
文
以
来
、
天
平
尺
の
一
尺
は
Ｓ
８
８
Ｒ
Ｂ
。　
一
歩

Λ
六
尺
Ｖ
は

，
あ
あ
Ｂ
。　
一
里
Λ
三

〇
〇
歩
〉
は
認

，
Ｘ
８
で
計
算
す
る
）
の
地
点
は
、
福
原
川
の
澄
水
山
山
頂
に
近
い
水
の
滴
り
落
ち
る
場
所

（
ａ
）
か
ら
測
る
と
、
福
原
町
の

氏
神
で
あ
る
虫
野
神
社
の
参
道
入
口

（地
図

二
）
か
ら
北
に

∞
■
０
日

一戻
っ
た
地
点
と
な
る
。
従

っ
て
、
納
佐

（
地
図
Ｄ
の
西
）
は
無
論
、
後

藤
蔵
四
郎
氏

（『考
証
し

の

「福
原
の
長
慶
寺

（
地
図
第
３
路
線
テ
の
西
…
…
服
部
）
の
辺
六
福
原
説
と
し
て
は
次
の
野
津
左
馬
之
助
氏
よ
り

早
噌
）
、
野
津
左
馬
之
助
氏

（
『島
根
県
史
し

の
福
原
町
の
屋
号

「
シ
ャ
シ
キ
」
と
い
う
家

（
地
図
第
１
路
線

工
）
に
も
逢
か
に
及
ば
な
い
。

昭
和
５９
年
１２
月
１０
日
、
福
原
町
在
住
の
福
田
豊
氏

（昭
和
４
年
生
）
の
ご
案
内
で
福
原
川
の
水
源
地
を
調
査
し
た
際
、
福
田
氏
は
山
裾
か
ら

湖
行
す
る
の
は
非
常
な
労
力
を
要
す
る
と
し
て
、
山
頂
か
ら
逆
に
下
る
と
い
う
方
法
を
と
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
Ａ
論
文

（
２．
ぺ
）
で
は
、
山
頂

か
ら
下
り
つ
つ
福
原
川
を
下
か
ら
登

っ
た
場
合
に

一，行
き
止
ま
り
」
と
感
ず
る
よ
う
な
地
点
を
探
し
た
ｃ
そ
の
結
果
、
谷
の
最
奥
部
の
地
図
ｂ

地
点

（
Ａ
論
文
地
図
Ｏ
ｋ
）
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
感
じ
ら
れ
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
三
里

一
百
八
十
歩
を
積
算

（
Ａ
論
文
以
来
、
古
道
の
途
中



の
川
巾
も
距
離
に
含
め
て
い
る
）
し
た
と
こ
ろ
、
福
原
町
の
台
地
の
ほ
ぼ
中
央
を
東
西
に
走
る
第
１
路
線
に
澄
水
山
か
ら
下
り
て
来
る
第
３
路

線
が
交
又
す
る

「
大
門

・
小
門
の
十
字
路
」
（
地
図
オ
。
第
１
路
線
が
南
北
■
い
日
の
距
離
を
置
い
て
第
３
路
線
に
タ
ラ
ン
タ
型
に
交
わ
っ
て
い

る
。
本
論
文
で
は
論
の
都
合
で

「
大
門

・
小
門
の
南
の
方
の
Ｔ
字
路
」
を
指
し
、　
Ａ
～
Ｃ
論
文
で
は
北
の
方
の
Ｔ
字
路
を
指
す
）

の
南
８
あ

ト
ロ
と
な
っ
た
。
こ
の

「
大
門

・
小
門
の
十
字
路
」
は
本
論
文
の

″
東
北
″
の
水
源
地
以
外
に
も
、
Ａ
・Ｃ
論
文
で
取
り
上
げ
た
諸
地
点
か
ら
の

道
の
収
東
す
る
場
所
で
あ
る
。

次
に
、
Ａ
論
文
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
三
里
二
百
八
十
歩
即
ち
、
Ｎ
８
ヽ
Ｎ
Ｂ

の
地
点
を
求
め
る
。
ａ
を
起
点
と
す
る
と
、
福
原
町
の
人

家
の
北
の
は
ず
れ
を
東
西
に
走
る

「
北
山
農
免
道
路
」
（本
論
文
の
地
図
に
は
未
表
記
）
の
南
縁
か
ら
北
へ
器
が
出
日
登

っ
た
、
地
図
ナ
地
点

と
な
る
。
こ
こ
は
福
原
町
の
台
地
の
中
心
部
か
ら
離
れ
す
ぎ
て
い
る
。
次
に
ｂ
を
起
点
と
す
る
と
、
大
門

・
小
門
の
十
字
路
の
南
８
９
８
日
の

ツ
地
点
と
な
る
。
こ
こ
は
台
地
の
裾
で
、
勾
配
が
ほ
と
ん
ど
０
度
に
近
い
場
所
で
あ
る
。
ま
た
、
大
門

・
小
門
の
十
字
路
か
ら
納
佐
方
向

へ
西

折
し
て
も
、
こ
の
距
離
で
は
福
原
町
外
に
出
な
い
。

Ａ
論
文
で
は
福
原
川
を
下
か
ら
登
っ
て
行

っ
た
場
合
に

″
水
源
地
″
と
感
ず
る
よ
う
な
地
点
を
、
本
論
文
の
坂
本
川

・
金
井
谷
川
に
お
け
る

如
く
総
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
際
ｂ
地
点
以
外
に
下
流
に
も
う

一
カ
所
ｃ
地
点
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
も
検
討
し
て
み
た

い
。
即
ち
、
ｃ
地
点
に
は
高
さ
３
ｍ
ほ
ど
の
小
さ
な
滝
が
あ

っ
た
。
そ
れ
程
有
力
な
候
補
地
と
も
思
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
Ａ
論
文
で
は
紙
幅

の
都
合
も
あ
り
除
外
し
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
こ
こ
を
起
点
と
し
て
三
里

一
百
八
十
歩
地
点
を
求
め
る
と
、

「
大
門

・
小
門

の
十
字

路
」
の

南
認
Ｐ
Ｘ
８
第
３
路
線
上
の
夕
と
な
る
。
こ
こ
は
台
地
か
ら
は
相
当
離
れ
る
。
ま
た

「
大
門

・
小
門
の
十
字
路
」
か
ら
第
１
路
線
を
西
折
し
て

も
、
福
原
町

・
坂
本
町
境
キ
の
東
Ｓ
ヽ
【
口
で
ま
だ
福
原
町
内
で
あ
る
。
そ
し
て

「
二
百
八
十
歩
」
を
採
用
し
て
も
、
キ
か
ら
坂
本

町
内

に

ヽ
”
ヽ
日
入
っ
た
だ
け
で
、
納
佐
に
は
全
く
届
か
な
い
。

か
よ
う
に
、　
″
東
北
″
の
水
源
を
福
原
川
本
流
と
し
、
起
点
を
ｂ
と
す
る
場
合

『
風
土
記
』
の
ど
ち
ら
の
数
字
を
採
用
し
て
も
福
原
説
に
有

利
で
あ
り
、
最
下
流
の
Ｃ
を
起
点
と
す
る
場
合
は
福
原
町
の
台
地
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
が
、
納
佐
説
の
成
立
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

『出
雲
国
風
土
記
』
島
根
郡
家
の
比
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



八

で
は
、　
″
東
北
″
の
水
源
が
坂
本
川
で
あ

っ
た
と
し
た
ら
郡
家
は
ど
の
地
点
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
上
述
の
如
く
、
坂
本
川
は
上
流
の
坂
本
別

所
で
二
つ
に
分
か
れ
、
東
の
方
を
ホ
ー
ゾ
キ
谷
川

（
ｅ
。

以
下
現
地
の
発
音
に
近
い
表
記
の
時
は
片
仮
名
ル
ビ
と
す
る
）
、　
西
の
方
を
本
谷
川

（
ｏ
）
と
呼
ぶ
。
前
者
は
後
者
よ
り
も
奥

（東
）
に
あ
る
が
、
水
量
は
後
者
よ
り
も
少
な
い
。
私
は
奥
の
方
の
ホ
ー
ゾ
キ
谷
川
か
ら
着
手
し
た
。

附
近
の
山
に
通
暁
し
て
お
ら
れ
る
松
江
市
東
持
田
町
納
蔵
東
在
住
の
藤
原
久
夫
氏

（
大
正
■
年
生
）
の
ご
案
内
で
、
昭
和
６．
年
４
月
２
日
に

澄
水
山
の
山
頂
か
ら
川
伝
い
に
下
り
て
実
測
し
た
。
ま
た
、
坂
本
別
所
の
人
家
部
か
ら
納
佐
に
向
か
う
最
短
路
は
、
第
４
路
線
で
坂
本
町
字
流

田
ケ
に
下
り
、
ケ
か
ら
第
１
路
線
に
よ
る
旧
道
で
あ
る
。
こ
れ
は
坂
本
別
所
在
住
の
矢
田
重
雄
氏

（昭
和
６
年
生
）
の
ご
案
内
で
昭
和
６０
年
８

月
２６

・
２７
日
に
調
査
し
（域

。
そ
の
結
果
、
ホ
ー
ゾ
キ
谷
川
の
水
の
滴
り
落
ち
る
山
頂
近
く
の
ｅ
を
起
点
と
し
、
坂
本
別
所
の
人
家
部
に
近
い
１

に
下
り
、
フ
・
ヒ
を
経
由
し
、
第
４
路
線
を
辿
る
時
、
三
里

一
百
八
十
歩
は
４
路
線
上
の
ネ
地
点
と
な
り
、
坂
本
町
別
所
地
区
も
出
な
い
。
ま

た
、
注

（
９
）
に
記
し
た
如
く
右
の
路
線
の
う
ち
の
１

・
フ
間
は
旧
道
が
あ

っ
た
確
証
は
な
い
の
で
、
現
在
も
道
が
残

っ
て
い
る

ｎ
を
経

由

し
、
ヒ
よ
り
第
４
路
線

（
ｎ
・
ヒ
間
、
フ
・
ヒ
間
の
道
は
共
に
文
政
４
年
の

「
出
雲
国
十
郡
絵
図
」
に
記
さ
れ
て
い
る
）
を
辿
る
時
に
は
、
第

４
路
線
上
の
ノ
地
点
と
な
る
。
前
者
の
道
よ
り
も
さ
ら
に
坂
本
別
所
の
人
家
側

（北
方
）
寄
り
と
な
る
。
従

っ
て
、
三
里
二
百
八
十
歩
を
採
用

し
て
も
、
百
歩

（ヽ

”
“
ヨ
）
南
に
下
る
だ
け
だ
か
ら
、
坂
本
町
を
出
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
結
果
で
あ
る
か
ら
、
今
度
は
福
原
川
の
場
合
と
同
じ
く
、
ホ
ー
ゾ
キ
谷
川
を
下
か
ら
川
伝
い
に
湖
行
し
た
際
に
こ
れ
以
上
は

登
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
地
点
か
ら
計
算
し
て
み
る
。
福
原
川
と
異
な
り
、
ホ
ー
ヅ
キ
谷
川
に
は
そ
の
よ
う
に
感
ず
る
場
所
は
沢
山
あ

っ
て
、
次

の
六
カ
所
が
あ
る
。
川
下
か
ら
順
次
記
す
と
、

ｋ
地
点
　

，コ
」
は
長
さ
１０
ｍ

（高
さ
８
ｍ
ほ
ど
）
・
巾
５
．
５
ｍ

（調
査
時
は
春
の
雪
融
け
後
で
水
量
が
豊
富
で
あ

っ
た
）

の
滝
の
真
下
で
あ
る
。

川
伝
い
に
は
登
れ
ず
、
山
道
が
滝
の
右
岸
上
方
に
つ
い
て
い
る
。

ｊ
地
点
　

，ア
」
は
長
さ
２３
ｍ
に
亘

っ
て
２０
度
は
ど
の
急
斜
面
が
始
ま
る
地
点
で
あ
る
。
川
伝
い
に
は
登
れ
ず
、
山
道
が
右
岸
上
方
に
つ
い
て
い

Ｚ
υ
。



ｉ
地
点
　
長
さ
１５
ｍ

・
勾
配
３０
度
の
急
斜
面
が
始
ま
る
地
点
。
川
中
に
大
石
が
あ
る
。

ｈ
地
点
　
ンコ
」
か
ら
５０
ｍ
の
間
が
急
傾
斜
で
あ
る
。
ｈ
か
ら
上
１０
ｍ
ほ
ど
が
Ｓ
ｂ
度
、
ｈ
か
ら
１６
ｍ
上
に
登

っ
た
地
点
か
ら
３４
ｍ
の
間
が
８
６

度
と
非
常
な
傾
斜
で
あ
る
。

ｇ
地
点
　
ｇ
か
ら
口
ｂ
ヨ
登

っ
た
所
に
長
さ
３
．
５
ｍ
ほ
ど
の
小
滝
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
高
さ
２
．
５
ｍ
の
小
滝
が
あ
る
。
ｇ
か
ら
２２
ｍ
上
に
登

っ
た
地

点
か
ら
上
２２
ｍ
の
間
が
Ｓ
ｂ
度
の
急
傾
斜
で
あ
る
。
両
岸
は
岩
の
急
斜
面

（崖
）
で
湖
上
で
き
な
い
。

ｆ
地
点
　
長
さ
９
ｍ

（
高
さ
７
ｍ
ほ
ど
）
の
滝
の
滝
壷
で
あ
る
。

以
上
の
六
つ
の

″
水
源
地
〃
の
候
補
地
総
て
を
起
点
と
し
て
積
算
し
て
も
良
い
が
、
最
奥
部
の
ｅ
地
点
を
起
点
と
す
る
結
果
が
右
に
出
た
の

で
、
人
家
部
か
ら

一
番
近
い
ｋ
地
点
を
起
点
と
し
て
計
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
見
通
し
は
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
別
所
の
人
家
近
く
で
は
１

・
ｎ
・

ヒ
経
由
が
納
佐
に

一
層
近
く
な
る
の
で
、
こ
の
道
を
辿
る
。
即
ち
、
ｋ
を
起
点
と
す
る
三
里

一
百
八
十
歩
地
点
は
、
第
４
路
線
と
第
１
路
線
が

交
わ
る
ケ
か
ら
第
１
路
線
を
西

へ
ヽ
Ｐ
Ｒ
Ｂ
進
ん
だ

コ
地
点

（
旧
道
は
現
在
北
山
農
免
道
路
に
入
り
消
滅
し
て
い
る
）
で
、
納
佐
は
過
か
に
遠

い
。
三
里
二
百
八
十
歩
で
も
ケ
か
ら
西

へ
Ｓ
Ｐ
記
日
進
ん
だ
サ
地
点
で
あ
る
か
ら
、
坂
本
町
と
納
佐
の
属
す
る
下
東
川
津
町
と
の
境
の
実
無
橋

シ
ま
で
ま
だ
８
Ｎ
も
∞
日
も
あ
る
。

従

っ
て
、
納
佐
か
ら
の

″
東
北
〃
の
水
源
と
し
て
坂
本
川
の
上
流
の
ホ
ー
ヅ
キ
谷
川
を
当
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

注
（
１
）

島
根
大
学
附
属
図
書
館
蔵
桑
原
文
庫
本

『出
雲
風
土
記
抄
』
６４
丁
オ
。
本
書
の
間
覧
を
お
許
し
下
さ
っ
た
同
図
書
館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
２
）

後
藤
蔵
四
郎

『
出
雲
国
風
土
記
考
証
』
１１４
ぺ
ヽ
大
岡
山
書
店
、
大
正
１５
年
、
東
京
。

（
３
）

秋
本
吉
郎
氏
第

一
章
注
（
４
）書
１３３
ぺ
０

（
４
）

加
藤
義
成
氏
第

一
章
注
（３
）書
２０７
ぺ
０

（
５
）

後
藤
氏
注
（
２
）書
８８
ぺ
ｏ

（
６
）

大
正
１５
年
６
月
発
行
の
『島
根
県
史
』
第
５
巻
以
前
、
後
藤
蔵
四
郎
氏
が

『島
根
県
神
職
会
要
報
』
に

『考
証
』
の
前
身
と
し
て
の
『
後
藤
蔵
四
郎
稿

出
雲
国
風
土
記
考
証
』
を
連
載
し
て
お
り
、
そ
の
第
７６
号
附
録

（大
正
８
年
８
月
１５
日
発
行
）
に
注
（
２
）と
同
じ
説
を
発
表
し
て
い
る
。
福
原
説
の
初
め

『出
雲
国
風
土
記
』
島
根
郡
家
の
比
定
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一
〇

と
し
て
野
津
左
馬
之
助
氏
が
挙
げ
ら
れ
、私
自
身
も
Ａ

・
Ｂ
論
文
で
野
津
説
の
み
引
用
し
て
い
る
が
、後
藤
説
の
発
表
の
方
が
早
い
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

（
７
）

島
根
県
内
務
部
島
根
県
史
編
纂
掛

『島
根
県
史
』
第
五
巻

（国
司
政
治
時
代
）
３９７
ぺ
ヽ
大
正
１５
年
６
月
、
松
江
。

「
シ
ャ
シ
キ
」
は
現
在
二
戸
あ
り
、

「横
道
」
（地
図
第
１
路
線
）
に
面
し
た
北
の
方
を

「
ウ
シ
ロ
シ
ャ
シ
キ
」
（当
主
福
田
弘
美
氏
）
、　
そ
の
南
に
接
し
た
方
を

「
マ
エ
シ
ャ
シ
キ
」

（当
主
福

田

一
正
氏
）
と
称
し
て
い
る
。

（
８
）

本
研
究
の
実
地
調
査
で
ご
案
内
頂
い
た
方
々
は
総
て
松
江
市
本
庄
公
民
館
と
持
田
公
民
館
の
ご
紹
介
に
よ
る
。
江
角
昇

・
野
津
庄
右
衛
門
前
館
長
、
安

達
惇

・
小
草
通
男
現
館
長
を
初
め
と
す
る
館
員
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
９
）

１

・
フ
間
に
は
旧
道
が
あ
っ
た
と
い
う
確
証
は
な
い
け
れ
ど
も
、
フ
か
ら
は
ホ
ー
ヅ
キ
谷
川
沿
い
に
旧
道
の
第
４
路
線
が
現
存
し
て
い
る
た
め
、
こ
の

よ
う
な
道
を
仮
に
想
定
し
て
み
た
。
１

・
ｎ
・
ヒ
間
は
現
存
し
て
い
る
し
、
文
献
的
に
も
裏
づ
け
が
あ
る
。

三

（
１
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

次
に

「
西
北
」
の
水
源
を
検
討
す
る
。
加
藤
義
成
氏
の

『
校
本
』
に
よ
れ
ば
、
方
角

・
距
離
共
に
諸
本
の
異
同
は
な
い
。
『
抄
』
は

「
此

水

源

自
下坂
本
村

与
一持
田
村
・之
界

即

持
田
納
蔵
谷
上出
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
地
図
Ｆ
朝
酌
川
支
流
の
持
田
川
の
さ
ら
に
支
流
で
あ
る
ｓ
を
指

し
て
お
り
、
現
地
で
は
金
井
谷
川
と
呼
ん
で
い
る
川
で
あ
る
。

『考
証
』
も

「
も
う

一
つ
の
、　
一
水
の
源
は
澄
水
山
で
あ
る
が
、
納
蔵
の
谷
で
」
と
同
様
で
あ
る
。
古
典
文
学
大
系
本
に
は

「
毛
志
山
か
ら

西
に
流
れ
納
蔵
を
経
て
南
流
す
る
も
の
」
と
あ
り
、
流
路
か
ら
金
井
谷
川
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

『
参
究
』
も

「
一
方
の
源

は
金
井
谷
で
、
納
蔵
を
流
れ
て
東
川
津
で
合
流
し
て
い
る
。」
と
あ
る
。
か
よ
う
に
多
く
の
説
が

『
抄
』
を
踏
襲
し
て
い
る
。

述
べ
た
よ
う
に
Ａ
論
文
の
段
階
で
は

「
西
北
」
の
源
に
ま
で
調
査
が
及
ん
で
お
ら
ず
、
次
の
よ
う
な
予
測
を
述
べ
た
。

残
す
と
こ
ろ
の
西
北
の
水
源
は
Ｉ

（本
論
文
地
図
で
は
ｅ
…
…
服
部
）
の
坂
本
川
が
福
原
町
の
中
心
部
の
台
地
か
ら
は
方
角
的
に
は
叶
い

そ
う
で
あ
り
、
ま
た
地
図
で
見
た
限
り
で
は
Ｊ

（本
論
文
地
図
で
は
ｏ
…
…
服
部
）
が

一
層
叶
う
よ
う
に
も
見
え
る
。

（傍
点
は
本
論
文
の



引
用
に
際
し
打
つ
）

最
初
に
既
説
の
検
討
か
ら
行
な
う
。
納
佐
か
ら
東
持
田
町
納
蔵
束
の
金
井
谷
に
至
る
旧
道
は
三
通
り
あ
る
。
即
ち
、　
一
つ
は
第
１
路
線
か
ら

第
７
路
線
を
辿
り
、
第
８
路
線
と
合
流
し
、
持
田
公
民
館
前
メ
か
ら
第
９
路
線
を
北
上
し
納
蔵
の
先
東
橋
の
左
岸
ホ
で
坂
本
別
所

・
字
金
井
谷

（納
蔵
東
）
を
経
由
し
て
来
た
第
４
路
線
と
合
流
し
、
第
４
路
線
で
納
蔵
東
の
へ

（金
井
谷
川
左
岸
）
よ
り
谷
の
中
に
入
る
。

も
う

一
つ
は
、
納
佐
の
第
１
路
線

。
第
７
路
線
を
行
き
、
ム
か
ら
第
６
路
線

（納
佐
で
は

「
太
田
道
」
と
呼
ぶ
）
で
比
較
的
低

い
山

を
越

え
、
笠
無
神
社
の
西
モ

（字
太
田
）
で
第
９
路
線
と
合
流
し
、
そ
の
後
は
最
初
の
道
と
同
じ
路
線
で
金
井
谷
に
至
る
。
こ
れ
は
最
初
の
道
よ
り

も
近
道
で
、
ム
の
西
南
に
住
ま
わ
れ
る
小
山
真
氏

（大
正
１１
年
生
）
に
よ
れ
ば
、
大
田
の
部
落
に
出
掛
け
る
際
に
は
第
７

・
８
路
線
よ
り
も
近

い
の
で
現
在
も
ム
附
近
の
村
人
が
使
用
し
て
い
る
と
い
う
。

三
番
目
の
道
は
第
７
路
線
の
ミ
か
ら
第
５
路
線

（
「空
山
道
」
と
地
元
で
は
呼
ぶ
）
を
と
り
、　
ヤ
で
第
９
路
線
に
合
流
し
、　
以
後
は
前
の
二

つ
の
道
と
同
じ
路
線
で
金
井
谷
に
至
る
。
こ
の
道
も
太
田
の
人
家
部
に
出
る
近
道
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
東
持
田
町
南
部
か
ら

「
坂
本
中
」

に
出
る
近
道
で
も
あ

っ
た
。
納
蔵
東
在
住
の
藤
原
久
夫
氏
の
夫
人
松
枝
氏

（昭
和
２
年
生
）
は
、
坂
本
中
の
安
養
寺
の
門
前
に
実
家

（
第
１
路

線
ク
の
北
）
が
あ
る
が
、
メ
附
近
の
旧
持
田
村
小
学
校

（
現
持
田
公
民
館
）
に
通
わ
れ
た
時
代
、
学
校
の
帰
り
に
近
道
を
す
る
時
に
は
、
こ
の

「
空
山
道
」
を
歩
い
た
と
言
わ
れ
、
金
井
谷
に
も
納
佐
の
ス
か
ら
な
ら
こ
れ
が

一
番
近
い
。
以
上
の
旧
道
の
う
ち
納
佐
内
の
大
部
分
を
右
の
小

山
真
氏
の
ご
案
内
で
昭
和
６．
年
８
月
２２
日
に
実
測
し
た
。

次
に
納
佐
の
ど
こ
に
起
点
を
置
く
か
が
問
題
で
あ
る
が
、
第
１
路
線

（
目
下
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
朝
酌
の
渡
し
に
向
か
う

「
通
道
」
の
可
能

性
が
最
も
高
い
と
考
え
て
い
る
）
上
で
、
納
佐
の
人
家
に
近
い
広
い
水
田
の
中

（
Ｂ
論
文
に
お
い
て
郡
家
が
納
佐
に
あ

っ
た
可
能
性
は
非
常
に

低
い
と
し
た
）
の
ス
を
仮
の
起
点
と
す
る
。

フて
」
で
、
ス
を
起
点
と
し
金
井
谷
の
入
口
で
あ
る
へ
ま
で
計
る
と
、
第
６
路
線

（太
田
道
）
経
由
は
第
７

・
８
路
線
経
由
よ
り
も
お

，
Ｒ
８

短
く
な
る
。
第
５
路
線

（
空
山
道
）
経
由
は
第
７

・
８
路
線
経
由
よ
り
も
８
９
８
ヨ
短
く
な
る
。
第
７

・
８
路
線
は
起
伏
の
非
常
に
少
な
い
道

『出
雲
国
風
土
記
』
島
根
郡
家
の
比
定
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一
二

で
は
あ
る
が
、
他
の
二
つ
の
道
も
低
い
山
を
越
え
る
も
の
の
勾
配
を

ハ
ン
ド
レ
ベ
ル
で
実
測
し
た
と
こ
ろ
、

２０
度

（
Ｂ

。
Ｃ
論
文
に
記
し
た
如

く
２０
度
を
越
え
る
と
馬
に
乗

っ
た
ま
ま
通
行
す
る
の
は
困
難
と
な
る
）
以
上
の
坂
は
な
く
、
歩
い
て
み
て
も
息
の
切
れ
る
よ
う
な
箇

所

は
な

い
。
従

っ
て
、
本
論
文
で
は
納
佐
説
に
で
き
る
だ
け
有
利
に
も
な
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
最
短
距
離
で
あ
る
第
５
路
線
経
由
路
に
よ
り
計
算

を
行
な
う
こ
と
に
す
る
。

次
に
金
井
谷
川
の
水
源
地
に
つ
い
て
考
え
る
。
昭
和
６３
年
３
月
２４
日
当
の
金
井
谷
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
藤
原
久
夫
氏
に
ご
案
内
頂
き
踏
査
し

た
結
果
、
水
の
滴
り
落
ち
る
地
点
は
ｓ
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
川
伝
い
に
下
り
な
が
ら
、
下
か
ら
湖
行
し
た
場
合
に
行
き
止
ま
り
と

感
ず
る
場
所
を
裾
の
方
か
ら
順
に
記
す
と
、

ｗ
地
点
　
ンア
」
は
写
真
①
の
如
く
、
高
さ
３３
ｍ
の
垂
直
な
地
元
で

「
大
滝
」
と
呼
ぶ
、
文
字
通
り
大
き
な
滝
の
滝
壺
で
あ
る
。
本
論
文
に
附
し

た
国
土
地
理
院
の
２
万
５
千
分
の
一
地
図
に

「
大
滝
」
と
記
し
た
位
置
は
、
実
測
の
結
果
私
の
示
し
た
ｗ
の
位
置
が
正
し
い
こ
と
が
判

明
し
た
。
写
真
②
の
如
く
谷
の
奥
の
行
き
止
ま
り
に
雄
大
に
落
ち
る
様
は
見
事
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
崖
を
攀
じ
登
ら
ね
ば
な
ら
ず
、

一
般
人
で
あ
れ
ば
引
き
返
す
だ
ろ
う
。

ｖ
地
点
　
ンコ
」
か
ら
上
５０
ｍ
の
間
は
３６
度
の
急
斜
面
で
、
途
中
に
長
さ
７
、
８
ｍ
の
緩
や
か
な
滝
が
あ
る
。
川
伝
い
に
湖
上
す
る
の
は
無
理
で

あ
る
。

ｕ
地
点
　
ンコ
」
か
ら
上
５０
ｍ
は
３３
度
の
急
斜
面
で
あ
る
。
途
中
幾
段
も
滝
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
滝
の
巾
は
当
日
雨
天
の
た
め
増
水

し
、
巾
５
ｍ
で
あ

っ
た
。
川
伝
い
に
上
る
こ
と
は
不
能
で
あ
る
。

ｔ
地
点
　

，す
」
か
ら
上
３２
ｍ
は
急
傾
斜
で
、
間
は
岩
で
段
々
に
な
っ
て
お
り
、
川
伝
い
に
は
登
れ
な
い
。
右
岸
上
方
に
金
井
谷
の
人
家
部
か
ら

の
登
山
道
が
見
え
る
の
で
、
こ
の
山
道
を
登
っ
て
来
て
斜
面
を
下
れ
ば
、
ｔ
地
点
に
下
り
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、

『
風
土
記
』
が

そ
の
よ
う
な
念
の
入
っ
た
調
査
を
し
た
と
も
思
え
ぬ
し
、
こ
の
登
山
道
を
利
用
す
る
な
ら
ば
、
ｔ
で
な
く
と
も
金
井
谷
川
の
水
の
滴
る

本
当
の
水
源
に
も
到
達
で
き
る
筈
で
あ
る
。



「
以
上
の
四
カ
所
で
あ
る
。
初
め
に
最
奥
部
の
Ｓ
か
ら
川
伝
い
に
納
蔵
東

（
金
井
谷
）
の
人
家
部
に
下
り
、

へ
・
ホ

・
ユ
・
ミ
を
経
由
し
て
ス

に
至
る
、
第
４

・
９

・
５

・
１
路
線
上
に
六
里

一
百
六
十
歩
、
即
ち
望
８
』
∞
Ｂ

の
地
点
を
求
め
る
と
、
納
佐
か
ら
逢
か
に
隔

っ
た
第
９
路
線

上
の
ラ
と
な

っ
た
。
ラ
か
ら
納
佐
ス
ま
で
は
ま
だ
８
８
ヽ
い
ヨ
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
右
の
行
き
上
ま
り
の
四
カ
所
の
う
ち
、
最
下
流
の
大
滝
ｗ
を
起
点
と
し
て
積
算
す
る
と
、
こ
れ
も
納
佐
に
は
遠
く
、
納
佐

セ
ま
で

い
８

，
踪
日
も
あ
る
第
９
路
線
上
の
ヨ
地
点
と
な
る
。

こ
う
し
て
、
既
説
の

「
西
北
」
の
水
源
を
納
佐
か
ら
見
た
金
井
谷
川
上
流
、
と
す
る
説
は
成
立
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
そ
れ
に

金
井
谷
川
上
流
は
、
納
佐
か
ら
北
北
東
の
方
角
で
あ

っ
て
、
西
北
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
秋
本
吉
郎
氏
は

「
こ
の
川
の
流
れ
に
沿

っ
て
湖

っ
た

方
位
里
程
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
。
納
佐
ス
か
ら
、
金
井
谷
川
の
下
流
の

「
持

田

川
」
中
流
部
を

見
れ
ば
西
北
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
持
田
川
の
流
れ
に
沿

っ
て
湖
り
中
流
地
点
か
ら
上
流
を
見
れ
ば
北

（後
久
よ
り
納
蔵
の
瀬
之
夫
を
望

む
）
、
も
し
く
は
東
北

（
後
久
、
瀬
之
夫
か
ら
金
井
谷
川
上
流
方
向
を
望
む
）
に
な
る
。
「
一
水
源
出
郡
家
西
北
…
…
毛
志
山
」
と
あ
る
の
だ
か

ら
、
納
佐
か
ら
持
田
川
中
流
部
を
見
た
方
位
を
示
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

以
上
に
よ
っ
て
、
水
草
川
の
西
北
の
源
を
納
佐
か
ら
見
た
金
井
谷
川
上
流
と
す
る
説
は
方
位

・
距
離
両
面
か
ら
成
り
立
た
な
い
。

注
（
１
）

加
藤
義
成
編

『校
本
出
雲
国
風
土
記
』
８‐
ぺ
、
出
雲
国
風
土
記
研
究
会
、
昭
和
４３
年
、
松
江
。

（
２
）

第
二
章
注
（
１
）
に
同
じ
。

（３
）

第
二
章
注
（
２
）書
１１４
～
‐‐５
ぺ
ｏ

（
４
）

第
二
章
注
（３
）
に
同
じ
。

（
５
）

第
二
章
注
（
４
）
に
同
じ
。

（
６
）

秋
本
吉
郎
氏
第

一
章
注
（
４
）書
１３４
ぺ
ｏ

『
出
雲
国
風
土
記
』
島
根
郡
家
の
比
定



一
四

四

前
章
で
取
り
上
げ
た
金
井
谷
川
は
、
Ａ
論
文
以
来
問
題
に
し
て
い
る
福
原
町
の
台
地
の
中
心
附
近
か
ら

「
西
北
」
に
当
る
の
で
、
金
井
谷
川

の
水
源
地
と
福
原
間
を
計
算
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
論
の
都
合
上
第
二
章
で
検
討
を
試
み
た
福
原
に

一
番
近
い
坂
本
川
上
流

の
ホ
ー
ヅ
キ
谷
川
ｅ
を
先
に
検
討
す
る
。

ホ
ー
ヅ
キ
谷
川

（
お
よ
び
本
谷
川

・
金
井
谷
川
）
の
水
源
地
か
ら
坂
本
町
別
所
を
経
由
し
て
福
原
町
に
至
る
旧
道
は
、
第
二
章
に
示
し
た
第

４
・１
路
線
の
外
に
、
第
４
路
線
上
の
坂
本
別
所
内

ハ
地
点
か
ら
第
２
路
線
を
と
り
、
福
原
町
・坂
本
町
境
の
峠

セ
を
越
え
、
「
大
門
・小
門
の
十

字
路
」
か
ら
北
上
し
て
来
た
第
３
路
線
と
合
流
し
、
福
原
町
北
部
の
虫
野
神
社
参
道
入
ロ
ニ
を
経
由
し
、
第
３
路
線
で

「
大
門

・
小
門
の
十
字

路
」
オ
に
至
る
道
で
あ
る
。
こ
の
道
の
福
原
町
内
は
昭
和
５９
年
■

・
１２
月
に
安
達
希
健
氏

（
大
正
ｎ
年
生
）
・
岩
成
正
信
氏

（
昭
和
１２
年
生
）
・

福
田
豊
氏

（
昭
和
４
年
生
）
、
坂
本
町
内
は
昭
和
６０
年
８
月
と
６．
年
３
月
に
矢
田
重
雄
氏

（
昭
和
６
年
生
）
、
納
蔵
地
区
内
は
昭
和
６．
年
３
月
に

藤
原
久
夫
氏
の
ご
案
内
で
踏
査
し
た
。
こ
の
う
ち
、
第
２
路
線
の
福
原

・
坂
本
境
の
セ
を
中
心
と
す
る
山
中
と
、
第
２
路
線
が
松
江
市
上
本
庄

町
川
部
で
第
１
路
線
に
合
流
す
る
ア
地
点
の
西
の
若
干
の
区
間
に
旧
道
が
現
存
し
て
い
た
が
、
そ
の
他
は
北
山
農
免
道
路

・
島
根
大
学
附
属
農

場

。
福
原
町
果
樹
団
地

・
松
江
市
道
持
田
坂
本
線
の
中
に
入
り
消
滅
し
て
い
た
。
右
の
方
々
が
記
憶
し
て
お
ら
れ
た
お
蔭
で
辛
く
も
記
録
に
留

め
る
こ
と
が
で
き
た
次
第
で
あ
る
。

最
初
に
、
金
井
谷
川

・
ホ
ー
ゾ
キ
谷
川

・
本
谷
川
か
ら
福
原
に
行
く
に
は
右
の
ど
ち
ら
の
道
が
多
く
利
用
さ
れ
た
か
を
検
討
し
た
。
坂
本
別

所
在
住
の
矢
田
弘
氏

（
大
正
元
年
生
）
は
、
第
２
路
線

（
地
図
で
も
判
る
よ
う
に
松
江
市
上
本
庄
町
川
部
ア
に
接
続
し
て
い
る
）
は
川
部
の
人

々
や
福
原
町
北
部
の
人
々
が
坂
本
別
所
を
経
由
し
て
西
方
に
向
か
う
の
に
利
用
し
た
道
だ
っ
た
と
思
う
、
と
言
わ
れ
た
。
川
部
在
住
の
鈴
木
勇

氏

（明
治
３５
年
生
）
は
、
敗
戦
前
に
坂
本
別
所
を
通
り
西
に
向
か
っ
た
際
に
、
第
１
路
線
で
福
原
オ
に
出
、
オ
か
ら
第
３
路
線
で
北
上
し
、
次



に
第
２
路
線
で

「
御
崎
谷
越
し
」
を
し
て
坂
本
別
所
の
ハ
に
出
た
、
と
言
わ
れ
る
。
同
じ
く
川
部
在
住
の
松
本
昭
郎
氏

（
昭
和
２
年
生
）
の
場

合
は
第
１
路
線
で
福
原
オ
に
出
、
そ
の
ま
ま
西
進
し
て
坂
本
町
字
流
田
ケ
か
ら
第
４
路
線
を
北
上
し
て
坂
本
別
所
に
至

っ
た
、
と
言
わ
れ
る
。

福
原
在
住
の
安
達
末
信
氏

（大
正
ｎ
年
生
）
が
敗
戦
前
坂
本
別
所
に
向

っ
た
際
は
、

「
大
門

・
小
門
の
十
字
路
」
オ
よ
り
さ
ら
に
北
の
卜
の

旧
宅
か
ら
、
赤
の
点
線
の
道
を
南
下
し
て
第
１
路
線
に
出
、
こ
れ
を
西
進
し
て
ケ
か
ら
第
４
路
線
で
北
上
し
た
、
と
言
わ
れ
る
。

第
２
路
線
に
は
福
原

・
坂
本
境
の
峠
セ
の
東
側
に
８
度
以
上
８
６
度
以
下
の
坂
が
Ｓ
Ｐ
８
８
あ
る
。
こ
の
坂
を
福
原
で
は

「
泣
工
子
坂
」
と

呼
ん
で
い
た
。　
一
方
、
第
１

・
４
路
線
に
は
坂
本
別
所
の
ハ
の
南
ネ

・
ヌ
間
に

「
土
道
坂
」
と
い
う
坂
が
あ
り
勾
配
は
現
在
の
道
よ
り
も
急
で

は
あ

っ
た
が
、
前
者
ほ
ど
は
急
坂
で
は
な
か
っ
た

（最
も
急
な
区
間
で
も
現
在
４
．
５
度
）
の
で
、
前
者
よ
り
も
楽
な
道
で
あ
る
。
坂
本
別
所
の
第

２
路
線
の
入
口
で
あ
る
ハ
か
ら
福
原
の

「
大
門

・
小
門
の
十
字
路
」
の
間
は
、
第
４

・
１
路
線
よ
り
も
第
２

・
３
路
線
の
方
が
僅
か
に
３
３
８

短
か
い
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
福
原
の
台
地
の
中
心
部
と
坂
本
別
所
を
結
ぶ
道
は
第
１

・
４
路
線
が

一
般
的
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
念

の
た
め
以
下
の
積
算
に
当
っ
て
は
二
通
り
の
路
線
で
計
算
す
る
こ
と
に
す
る
。

ホ
ー
ヅ
キ
谷
の
水
源
地
か
ら
第
２
路
線
入
口
の
ハ
ま
で
の
坂
本
別
所
内
の
道
は
、
第
二
章
の
如
く
二
通
り
の
道
で
計
算
す
る
。
ま
ず
、
こ
の

川
の
水
の
滴
り
落
ち
る
ｅ
か
ら
、　
１

・
フ
・
ヒ
・
ハ
・
ケ
を
経
由
し
第
１
路
線
で
福
原
オ
に
至
る
路
上
で
の
六
里

一
百
六
十
歩
、
即
ち
鍵
３
・

８
８
地
点
は
、
「大
門

・
小
門
の
十
字
路
」
の
東
８
“
Ｎ
８
と
な
る
。
次
に
、
右
と
同
じ
第
４

・
１
路
線
で
あ
る
が
、
坂
本
別
所
内
の
み
１

・
ｎ

・
ヒ
を
経
由
す
る
と
、
「
大
門

・
小
門
の
十
字
路
」
の
東
認
■
０
日
地
点
と
な
る
。
共
に
福
原
町
の
台
地
の
中
心
部
に
入
っ
て
い
る
。

今
度
は
ｅ
か
ら
１

・
フ
・
ヒ
・
ハ
経
由
の
第
２

・
３
路
線
で
計
算
す
る
と
、
「大
門

・
小
門
の
十
字
路
」
の
南
卜
が
日

と
な
る
。
同
じ
道
で

坂
本
別
所
内
の
み
１

・
ｎ
・
ヒ
を
経
由
す
る
と
、
「大
門

・
小
門
の
十
字
路
」
の
北
ヽ
お
い
日
と
な
る
。

か
よ
う
に
、
ど
の
道
を
と
っ
て
も
私
の
福
原
説
に
極
め
て
有
利
な
結
果
が
出
た
。
し
か
し
、
ｅ
以
外
に
も
第
二
章
に
記
し
た
如
く
下
か
ら
登

っ
た
場
合
に

「
行
き
止
ま
り
」
と
感
ず
る
場
所
が
六
カ
所
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
地
点
は
い
ず
れ

も
難
所
で
あ
る
が
、
最
初
の
ｋ
に
は
高
さ
８
ｍ
ほ
ど
の
か
な
り
大
き
な
滝
が
あ
る
し
、
ｇ
の
少
し
上
流
に
は
高
さ

３
．
５
ｍ
と

２
．
５
ｍ
の
小
滝
が
あ

『出
雲
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土
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一
六

り
、
ｆ
に
も
高
さ
７
ｍ
ほ
ど
の
滝
が
あ
っ
て
、
と
て
も
山
裾
か
ら
最
奥
部
の
ｅ
ま
で
川
伝
い
に
登
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
体
に
、
こ
の

『
風
土
記
』
が
水
源

へ
の
距
離
を
示
す
に
当
た
っ
て
、
私
が
し
た
よ
う
に
木
の
葉
が
落
ち
切
っ
た
時
期
を
待

っ
て
山
頂
か
ら

下
り
な
が
ら
測
量
を
行
な
っ
た
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
右
の
如
く
最
上
流
の
ｅ
を
起
点
と
す
る
計
算
の
結
果
が
私
に
極
め
て
有
利

な
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
を
直
ち
に
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
第
二
章
で
行
な
っ
た
よ
う
に
、
ホ
ー
ヅ
キ
谷
川
の
最
下
流
の
ｋ
を
起
点
と
し
た
場
合
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
即
ち
、
１

・
フ
・
ヒ

・
ハ
・
ケ
を
経
て
第
１
路
線
を
辿
る
と
、
六
里

一
百
六
十
歩
は

「
大
門

・
小
門
の
十
字
路
」
の
東
が

，
あ
日
の
イ

（上
本
庄
町
字
平
田
）
と
な

る
。
こ
こ
は
、
島
根
大
学
附
属
農
場
の
あ
る
台
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
走
る
福
原
町

・
上
本
庄
町
境
の
境
界
線
を
越
え
て
さ
ら
に
東

へ
お
Ｐ
ａ
日
進

ん
だ
水
田
の
中
で
あ
る
。
『
風
土
記
』
と
私
の
測
量
の
互
い
に
数
％
の
誤
差
を
認
め
て
も
福
原
町
台
地
説
に
は
有
利
と
は
な
ら
な
い
。

よ
り
短
か
い
１

・
フ
・
ヒ
・
ハ
・
セ
経
由
の
第
２

・
３
路
線
だ
と
、
「
大
門

・
小
門
の
十
字
路
」
の
南
鵠
Ｈ
ヽ
∞
日

と
な
る
。
こ
こ
は
Ａ
論
文

で
私
が

「
女
嵩
山
」
の
登
山
口
と
し
た
ソ
か
ら
お
も
Ｈ
Ｂ
南
の
谷
間
に
入
っ
た
地
点
で
あ
る
か
ら
、
郡
家
の
地
で
は
な
い
。
ま
た
、
「
大
門

・
小

門
の
十
字
路
」
か
ら
東
折
す
る
と
、
右
の
イ
地
点
よ
り
も
さ
ら
に
東

へ
８
Ｌ
ヨ
進
む
の
で
、
福
原
説
に
は
益
々
不
利
と
な
る
。

五

こ
の
よ
う
な
結
果
で
あ
る
し
、
ま
た
、
福
原
町
の
台
地
の
中
心
附
近
か
ら
は
ホ
ー
ゾ
キ
谷
川
上
流
は

「
西
北
」

と
言
う
よ
り
は
、　
む
し
ろ

「
北
北
西
」
で
北
に
近
い
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
ホ
ー
ヅ
キ
谷
川
を

「
西
北
」
の

「
一
水
源
」
と
す
る
こ
と
に
は
否
定
的
と
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。

特
に
、
実
地
に
比
較
し
て

一
層
こ
の
考
え
が
固
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
ホ
ー
ヅ
キ
谷
川
は
本
谷
川
よ
り
も
水
量
が
少
な
く
、
本
谷
川
の
方
が
坂

本
川
の
本
流
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
両
者
の
水
量
の
違
い
を
写
真
で
示
す
と
、
写
真
③
は
ホ
ー
ヅ
キ
谷
川
の
地
図
ｍ
地



点
、
写
真
０
は
本
谷
川
の
ｒ
地
点
で
あ
る
。
ｍ
・
ｒ
は
東
西
に
は
ぼ
平
行
し
た
地
点
で
、
昭
和
６２
年
４
月
１
日
に
福
原
町
の
安
達
希
健
氏
の
ご

功
力
で
調
査
し
た
。
ホ
ー
ゾ
キ
谷
川
は
流
路
は
巾
２
．
３
ｍ
・
深
さ
‐
ｍ
で
、
当
日
の
水
流
は
巾
ｒ
お
ヨ

・
水
深
５
ｍ
ほ
ど

（浅
い
谷
川
の
た
め
水

深
は
場
所
に
よ
り
異
な
る
）
で
あ

っ
た
。
本
谷
川
は
巾

，
８
ヨ

・
深
さ
２
．
５
ｍ
ヽ
当
日
の
水
流
は
巾
ｒ
３
８

・
水
深
５
～
８
ｍ
で
あ
っ
た
。
科
学

的
に
水
量
を
計
算
す
る‐
設
備
を
持
た
な
い
の
で
正
確
な
比
較
に
は
な
ら
な
い
が
、
外
面
的
な
観
察
に
よ
れ
ば
、
ホ
ー
ゾ
キ
谷
川
は
本

谷

川

の

２
３
程
度
の
水
量
で
あ
る
。
川
の
流
路
の
侵
蝕
度
か
ら
も
ど
ち
ら
が
本
流
か
容
易
に
推
測
で
き
る
。
写
真
０
の
本
谷
川
は
撮
影
の
適
地
が
な
く

水
流
は
見
え
な
い
が
、
―
り
の
川
巾
を
ホ
ト
ヅ
キ
谷
川
の
写
真
③
と
比
較
す
れ
ば
、
本
谷
川
が
よ
り
深
く
侵
蝕
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

本
谷
川
の

「
本
谷
」
と
は
、
坂
本
別
所
領
の
山
の
中
で
も
中
心
を
な
す
本
格
的
な
谷
間
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
ｒ
か
ら
湖
上
す
る
に
つ

れ
て
眼
前
遠
方
に
深
ぐ
広
々
と
し
た
谷
の
斜
面
が
拡
が
る
。
写
真
０
の
如
く
、
よ
り
大
き
い
東

（右
）
の
谷
に
本
谷
川
本
流
、
西

（
左
）
の
谷

に
は
妙
見
谷
川

（本
谷
川
支
流
）
が
流
れ
、
こ
の
広
々
と
し
た
谷
間
の
二
水
を
集
め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ホ
ー
ゾ
キ
谷
川
よ
り
も
水

量
が
多

く
、
流
路
も
広
く
深
く
侵
蝕
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
本
谷
川
こ
そ

「
西
北
」
の
源
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
に
至

っ
た
。
本
谷
川
は
最
初
昭
和
６．
年
３
月
３．
日
に
矢
田
重
雄
氏
の

ご
案
内
で
湖
上
し
な
が
ら
実
測
し
た
。

ｒ
か
ら
ヽ
８
１
∞
８
日
登
る
と
、
本
谷
ど
妙
見
谷
の
広
い
斜
面
を
背
に
負

っ
て
、
高
さ
５
．
５
ｍ
ヽ
巾
‐
・
５
２
２
．
０

ｍ
の
．
「
吉
ガ
谷
の
滝
」
（写
真
０
０
０

・
地
図
ｑ
）
が
正
面
突
き
当
た
り
に
見
え
た
。
そ
の
時
私
は
、　
こ
こ
か
ら
本
谷
川
が
始
ま
る
、　
と
い
う

印
象
を
受
け
た

（写
真
０
で
も
あ
る
程
度
想
像
が

つ
く
と
思
う
）
。
こ
の
印
象
は
後
述
の
二
度
目
の
調
査
の
時
に
も
変
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
吉
ガ
谷
の
滝
が

「
西
北
」
の
源
で
は
な
い
か
と
考
え
、
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
小
さ
な
滝
が
風
土
記
時
代
か
ら
存
続
し
て
い
た

も
の
か
ど
う
か
、
島
根
大
学
法
文
学
部
の
小
畑
浩
氏

（
地
形
学
）
の
ご
教
示
を
仰
い
だ
。
小
畑
氏
は
本
論
文
の
写
真
⑤
⑥
と
航
空
写
真
を
検
討

さ
れ
た
結
果
、

こ
の
滝
の
東
西
も
広
範
囲
に
５
ｍ
位
の
段
差
が

つ
い
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
地
形
が
風
土
記
時
代
以
降
の
近
い
時
代
に
急
速
に
で
き
た
と

も
思
わ
れ
な
い
し
、
人
手
の
加
わ
る
場
所
で
も
な
い
の
で
人
工
的
に
で
き
た
段
差
と
も
思
え
な
い
。
ま
た
、
こ
の
附
近
は

「
地

す

べ

り

地

『出
雲
国
風
土
記
』
島
根
郡
家
の
比
定
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七



一
八

形
」
特
有
の
地
形
を
示
し
て
い
な
い
し
、
滝
の
落
ち
る
場
所
は
写
真
③
で
も
判
る
よ
う
に
岩
盤
で
あ
る
か
ら
、
小
さ
な
滝
で
は
あ
る
が
風
土

記
時
代
か
ら
存
続
し
て
い
る
も
の
と
認
め
て
も
良

い
と
思
う
。

と
の
ご
判
断
を
示
さ
れ
た

（
昭
和
６２
年
７
月
２４
日
私
的
ご
教
示
）
。

そ
こ
で
、
こ
の
吉
ガ
谷
の
滝
の
滝
壺

（
岩
壁
）
ｑ
を
起
点
と
し
て
福
原
方
面
に
向
か
う
と
、
ｒ
・
フ

・
ヒ

・
ハ
・
ケ
を
経
由
す
る
第
１
路
線

で
は
、
「
大
門

・
小
門
の
十
字
路
」
の
東
８
卜
も
∞
日
で
、
第
四
章
の
上
本
庄
町
字
平
田
イ
の
西

ざ
馬
Ｂ

地
点
で
あ
る
か
ら
、
福
原
町
の
台
地
上

に
は
な
ら
な
い
。
よ
り
短
距
離
の
ｒ

・
フ

・
ヒ

・
ハ
・
セ

・
二
経
由
の
第
１
路
線
上
で
は
、
イ
の
東
器
６
日
と
な
る
。
ま
た
オ
か
ら
そ
の
ま
ま

第
３
路
線
で
南
進
す
れ
ば
ソ
の
南
い
ぶ
口
と
な

っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
、
昭
和
６２
年
３
月
２８
日
に
藤
原
久
夫
氏
の
ご
案
内
で
山
頂
か
ら
下
り
て
調
査
し
た
結
果
に
よ
り
計
算
す
る
こ
と
に
す
る
。
即
ち
、
本

谷
川
の
水
の
滴
り
落
ち
る
ｏ
を
起
点
と
し
て
、
ｑ

・
ｒ

・
フ

・
ヒ

・
ハ
・
ケ
経
由
の
第
１
路
線
上
で
は
、

「
大
門

・
小
門
の
十

字

路
」
の
西

ω
８
・紹
８
地
点
力
と
な
る
。
こ
れ
は
、
第
二
章
と
第
一二
早
で
行
な

っ
た
納
佐
説
の
検
討
結
果
よ
り
も
逢
か
に
福
原
説
に
有
利
で
は
あ
る
が
、
六

里

一
百
六
十
歩

（露
Ｓ
Ｌ
∞
ヨ
）

と
い
う
比
較
的
短
か
い
距
離
に
し
て
は
誤
差
が

一
割
近
く
も
あ
る
こ
と
に
な
り
、

彼
我
の
誤
差
を
考
慮
に
入

れ
て
も
な
お
大
き
す
ぎ
る
よ
う
に
思
う

（
但
し
、

郡
家
の
構
内
が
西
方
の
ど
こ
ま
で
及
ん
で
い
た
か
判
ら
な
い
の
で
、

「
大
門

・
小
門
の
十
字

路
」
よ
り
も
西
方
に
あ
れ
ば
、
そ
の
差
は
縮
ま
る
が
）
し
、
述
べ
た
よ
う
に
、
『
風
土
記
』
が
山
頂
か
ら
実
測
し
た
か
ど
う
か
も
懸
念
さ
れ
る
。

従

っ
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
下
か
ら
湖
上
し
て
行
き
止
ま
り
と
な
る
地
点
か
ら
計
算
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
よ
う
な
場
所
は
ｐ
地

点
だ
け
で
あ
る
。
即
ち
、
ｐ
か
ら
上
８
６
ヨ
は
３５
度
の
急
斜
面
の
岩
盤
で
あ
る
。

こ
の
間
は
垂
直
で
は
な
い
が
、
段
々
状
の

一
種
長
い
滝
と
な

っ
て
い
る
。
上
述
の
小
畑
浩
氏
の
ご
教
示
を
参
考
に
す
れ
ば
、
こ
の

″
滝
″
も
風
土
記
時
代
か
ら
存
続
し
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

こ
の
ｐ
を
起
点
と
し
て
、
ｑ

・
ｒ

・
フ
・
ヒ

・
ハ
・
ケ
経
由
の
第

１
路

線

上

で

は
、
「
大
門

・
小
間
の
十
字
路
」
の
東
譴
ヽ
お
∞
日
の
ウ
と
な

る
。
こ
こ
は
Ａ
論
文
以
来
問
題
に
し
て
い
る
台
地
の
中
に
入

っ
て
い
る
。

よ
り
短
距
離
の
第
２

・
３
路
線

（
坂
本
別
所
内
の
経
由
は
フ

・
ヒ

・
ハ
）
に
よ
る
と
、
第
１
路
線
上
で
は
ウ
よ
り
さ
ら
に
東
８
Ｌ
Ｂ
と
な
り



第
３
路
線
上
で
は

「
大
門

・
小
門
の
十
字
路
」
の
南
鶴
ｏ
ｂ
∞
日
の
チ
と
な
る
。
こ
こ
は
福
原
町
内
で
は
あ
る
が
台
地
の
裾
か
ら
か
な
り
離
れ
て

お
り
、
Ａ
論
文
を
発
表
し
た
昭
和
５９
年
１２
月
頃
か
ら
大
量
に
出
土
し
た
堀
立
柱
跡
の
遺
跡

（字
芝
原
Ａ
）
に
も
近
い
。
し
か
し
、
こ
の
遺
跡
に

つ
い
て
は
Ａ
論
文
で

「
や
や
南
に
下
り
す
ぎ
て
お
り
、
郡
家
の
施
設
と
し
て
は
中
心
的
な
も
の
で
は
な
い
の
で
な
い
か
」
と
述
べ
た
。

次
に
本
谷
川
か
ら
納
佐
に
向
か
っ
て
計
る
こ
と
に
す
る
。
最
初
に
水
の
滴
り
落
ち
る
ｏ
地
点
を
起
点
と
し
て
、
ｐ

・
ｑ

・
フ

・
ヒ

・
ハ
」
ケ

経
由
の
第
１
路
線
上
に
六
里

一
百
六
十
歩
を
求
め
る
と
、
納
佐

ス
の
東
北
８
ω
・Ｒ
ヨ
で
、
納
佐
内
に
も
入
ら
な
い
。

０
の
下
流
の
ｐ
を
起
点
と
し
た
場
合
は
、
ス
の
東
北
ド
ド
ヽ
８
で
、
坂
本
町

・
下
東
川
津
町
境
の
実
無
橋
シ
か
ら
納
佐
領
内
に
Ｒ
Ｐ
譴
ヨ
進

ん
だ
地
点
で
あ
る
か
ら
、
距
離
と
し
て
は
右
の
福
原
説
よ
り
や
や
有
利
で
あ
る
。

そ
し
て
、
吉
ガ
谷
の
滝
ｑ
を
起
点
と
す
る
と

一
層
納
佐
の
中
に
入
り
、
ス
を
通
り
越
し
、
ス
の
南
あ
”
お
３
と
な
る
。
こ
れ
も
右
の
福
原
説

に
比
し
て
距
離
的
に
は
有
利
で
は
あ
る
も
の
の
、
本
谷
川
は
納
佐
か
ら
は

「
西
北
」
で
は
な
い
の
み
な
ら
ず
、
本
谷
川
を
西
北
の
源
と
し
た
時

に
は
ヽ
う

一
方
の

″
東
北
″
の
源
を
福
原
川
本
流
か
坂
本
川
の
支
流
の
ホ
ー
ヅ
キ
谷
川
と
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
第
二
章

で
検
討
し
た
よ
う
に
全
く
な
い
。

六

で
は
、
第
三
章
で
取
り
上
げ
た
金
井
谷
川
を
福
原
か
ら
見
た

「
西
北
」
の
源
と
み
な
し
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
方
位
は
確
か
に
叶
っ
て

い
る
。

ま
ず
水
の
滴
り
落
ち
る
ｓ
を
起
点
と
し
て
、　
へ
・
フ

・
ヒ

・
ハ
・
ケ
を
経
由
す
る
第
４

・
１
路
線
を
計
る
と
、
六
里

一
百
六
十
歩
は

「
大
門

・
小
門
の
十
字
路
」
の
西
胡
”
お
日
の
第
１
路
線
上
の
ク
と
な
り
、
こ
れ
は
遠
す
ぎ
る
。
こ
こ
は
坂
本
町
の

「
坂
本
中
」
の
台
地

の
尾

根

上

で
、
こ
の
附
近
に
は
Ｂ
論
文
２２０
ぺ
に
記
し
た
如
く

「
古
墳
時
代
後
期
か
ら
奈
良

・
平
安
時
代
に
及
ぶ
集
落
遺
跡
」
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
郡
家
の

『出
雲
国
風
土
記
』
島
根
郡
家
の
比
定
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二
〇

地
と
し
て

は
狭
ま
い
。

次
に
、
同
じ
く
ｓ
を
起
点
と
す
る
第
４

・
２

・
３
路
線
上
で
は
、
「
大
門

・
小
門
の
十
字
路
」
の
北

８
Ｐ
郎
日

と
な
る
。
こ
こ
は
第
３
路
線

二
の
西
δ
ｂ
Ｎ
８
で
、
こ
れ
も
離
れ
す
ぎ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
「
大
滝
」
の
滝
壷

ｗ
を
起
点
と
し
て
第
４
・１
路
線
上
を
積
算
す
る
と
、
「
大
門

・
小
門
の
十
字
路
」
の
僅
か
束
あ
あ
い
日
と
な
り
、

第
４

・
２

・
３
路
線
で
は

「
大
門

・
小
門
の
十
字
路
」
の
南
〓

，
も
日
、
即
ち

『考
証
』
が
郡
家
を

「
福
原
の
長
慶
寺
の
辺
」
と
し
た
そ
の
長

慶
寺
の
参
道
入
口
Ｔ
字
路
テ
の
南
は
ヽ
Ｎ
Ｂ
地
点
で
、
い
ず
れ
も
台
地
の
中
心
部
に
落
ち
着
く
。

金
井
谷
川
に
は
、
下
か
ら
登

っ
た
場
合
行
き
止
ま
り
と
感
じ
、
し
か
も

″
水
源
″
と
感
ず
る
場
所
は
大
滝
以
外
に
な
い
。
こ
こ
か
ら
は
３０
ｍ

の
崖
で
、
危
険
を
冒
す
こ
と
を
覚
悟
で
な
け
れ
ば
登
れ
な
い
。
こ
の
大
滝
に
つ
い
て
も
島
根
大
学
の
小
畑
浩
氏
に
ご
教
示
を
仰
い
だ
と
こ
ろ
、

滝
と
い
う
も
の
は
少
し
ず
つ
後
退
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
１００
年
に
何

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
か
は
正
確
に
は
判

っ
て
い
な
い
。
ナ
イ
ヤ

ガ
ラ
瀑
布
な
ら
ば

一
年
間
に
数

メ
ー
ト
ル
も
後
退
し
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
水
量
の
少
な
い
滝
が
風
土
時
記
代
以

後
ｌｏｏ
ｍ
も
２００
ｍ
も
後
退
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
ほ
ぼ
現
在
の
位
置
に
昔
か
ら
あ

っ
た
も
の
と
見
て
良
い
。

と
の
ご
意
見
で
あ

っ
た
。

七

以
上
か
ら
、
「
西
北
」
の
源
は
金
井
谷
川
を
指
し
、　
六
里

一
百
六
十
歩
は
福
原
町
の
台
地
の
中
心
部
か
ら
大
滝
ま
で
を
示
し
て
い
る
、　
と
理

解
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
ま
だ
問
題
が
残

っ
て
い
る
。

確
か
に
金
井
谷
川
は
毛
志
山

（
澄
水
山
で
あ
る
こ
と
は
確
定
的
で
あ
る
）
か
ら
発
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
坂
本
川
の
支
流
で
は
な
い
。
朝
酌

川
本
流
で
は
な
い
支
流
の
持
田
川
の
上
流
、
し
か
も
持
田
川
の
本
流
で
は
な
く
、
そ
の
支
流
に
当
た
っ
て
い
る
。

「
源
」

と
す
る
の
だ
か
ら
、



Ａ
論
文
の

″
東
北
〃
の
源
の
場
合
の
よ
う
に
持
田
川
本
流
の
最
奥
部

（
地
図
ｘ
）
を
辿
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
持
田
川
の
本
流
を
昭
和
６．
年
３
月
３．
日
に
藤
原
久
夫
氏
の
ご
案
内
で
調
査
し
た
結
果
を
検
討
し
た
い
。
私
は
第
４
路
線
を
納
蔵
の

先
東
橋
左
岸
ホ
か
ら
さ
ら
に
西

へ
進
み
、
さ
ら
に
マ
か
ら
持
田
川
本
流

（
納
蔵
で
は
粂
川
と
呼
ぶ
）
の
源
に
向
か
っ
て
第
１０
路
線
を
辿

っ
た
。

持
田
川
は
金
井
谷
川
よ
り
も
水
量
豊
富
で
、
長
さ
も
長
い
。
か
な
り
登
っ
て
も
水
の
滴
る
よ
う
な
場
所
に
達
し
そ
う
に
な
い
の
で
藤
原
氏
に

お
尋
ね
す
る
と
、

「
持
田
川
本
流
の
水
の
滴
り
落
ち
る
源
は
澄
水
山

（
毛
志
山
）
に
は
な
く
、　
澄
水
山
の
西
北
に
接
し
た
滝
空
山
に
あ
る
。
滝

空
山
に
深
い
谷
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
発
し
て
い
る
。」
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。　
そ
こ
で
、　
私
は
ｙ
で
調
査
を
打
ち
切

っ
た
。
ｙ
で
も
川
巾
は
３

ｍ
あ
り
水
量
豊
富
で
あ
る
。

こ
の
ｙ
の
下
流
３６９
ｍ
に

「
自
滝
」

ｚ
と
い
う
長
さ
１５
ｍ
・
高
さ
１０
ｍ

・
巾
数

ｍ
の
相
当
日
立
つ
滝
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
を
起
点
と
し
て
第
１０

・
４

ｏ
ｌ
路
線
を
計
る
と
、
六
里

一
百
六
十
歩
は

「
大
門

・
小
門
の
十
字
路
」
の
西
馬
銘
も
ヽ
日
の
、
第
４
路
線
上
の
ヌ
と
な
る
。　
ま
た
、
納

佐
方
面

へ
第
１０

・
４

・
９

・
５

ｏ
ｌ
路
線
で
向
か
う
場
合
に
は
、
ス
ま
で
ヽ
ド
曽
日
の
第
９
路
線
上
の
ユ
と
な
る
。
以
上
に
よ
っ
て
、
持
田
川

本
流

ｘ
は
福
原
か
ら
も
、
納
佐
か
ら
も

「
西
北
」
の
源
と
は
な
ら
な
い
。
特
に
納
佐
か
ら
は
方
角
が
北
に
当

っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
点
で
も
合

致
し
な
い
。

八

右
の
結
果
に
よ
り
、
金
井
谷
川
の
大
滝
を

「
西
北
」
の
源
と
解
す
れ
ば
方
角

・
距
離
共
に
丁
度
福
原
説
に
叶
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
で
も
私
に
は
納
得
し
難
い
点
が
残

っ
て
い
る
。

そ
れ
は

「
水
草
川
」
の
範
囲
の
問
題
で
あ
る
。
私
は
納
佐
を
調
査
し
た
際
に
、
松
江
市
道
路
管
理
課
所
管
の

「
出
雲
国
島
根
郡
第
六
十
七
区

下
東
川
津
村
道
敷
図
」
（
何
回
か
の
転
写
を
経
て
い
る
。

表
題
に
よ
れ
ば
原
本
は
明
治
■
年
以
降
の
成
立
に
な
ろ
う
が
、　
他
村
の
類
似
の
絵
図

『出
雲
国
風
土
記
』
島
根
郡
家
の
比
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一



一
一二

に
は
明
治
九
年
と
記
す
も
の
も
あ
る
）
の
中
に

「
字
水
草
川
」
と
い
う
地
名

（
？
）
を
三
カ
所
見

つ
け
た
。
そ
れ
は
本
論
文
地
図
の
納
佐
と
そ

の
下
流
の
そ
れ
ぞ
れ
Ｄ

。
Ｅ

・
Ｉ
を
附
し
た
箇
所
に
当
た
る
地
点

（朝
酌
川
右
岸
）
で
あ
る
。

こ
れ
は
重
要
な
手
掛
り
に
な
る
と
予
感
し
、
納
佐
在
住
の
小
山
真
氏

（
大
正
ｎ
年
生
）
・
和
田
岩
夫
氏

（
大
正
１２
年
生
）
に
お
尋
ね
し
た
が
、

共
に

「
そ
の
よ
う
な
地
名
は
知
ら
な
い
。」
と
言
わ
れ
る
。
た
だ
、
和
田
氏
は

「
旧
大
字
下
東
川
津
が
松
江
市
に
編
入

（
昭
和
１４
年
…
…
服
部
）

さ
れ
る
以
前
は
、
坂
本
川
の
字
禿
の
前
Ｃ
か
ら
持
田
川
と
の
合
流
点
笠
無
橋
Ｊ
ま
で
の
間
を

『
水
草
川
』
と
呼
ん
で
い
た
。
納
佐
の
地
元
で
朝

酌
川
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
合
併
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。」
と
言
わ
れ
た
。

明
治
２２
年
製
の

『
字
限
地
図
』
（
い
わ
ゆ
る

「
切
図
」
。
松
江
市
税
務
課
所
管
）
に
も

「
字
水
草
川
」
の
地
名
は
な
い
し
、
松
江
市
道
路
管
理

課
所
管
の
切
図

（
道
路
管
理
課
の
伊
達
隆
恭
氏
に
よ
れ
ば
成
立
年
は
記
し
て
い
な
い
が
、
税
務
課
所
管
の
も
の
よ
り
字

の
数
が
多
い
の
で
、
こ

れ
よ
り
も
後
の
成
立
か
、
と
さ
れ
る
）
に
も
な
い
。
従

っ
て
、
本
論
文
地
図
に
示
し
た
よ
う
に
朝
酌
川
右
岸
に
比
較
的
広
域
に
亘
り
点
々
と
三

カ
所
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
は
字
名
で
は
な
く
、
朝
酌
川
の
地
元
で
の
呼
称
を

「
道
敷
図
」
に
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

以
上
か
ら
、
私
は
既
に
Ｂ
論
文
２‐３
ぺ
に
水
草
川
を

「
現
在
の

『
朝
酌
川
』
Λ
の
中
か
力、、
ら、
上、
流、
？、
Ｖ
」
と
書
い
た
が
、
今
回
こ
の
「
対
馨
肥
」

の
呼
称
が
下
流
の
ど
こ
ま
で
及
ん
で
い
た
か
を
調
査
し
た
。
和
田
岩
夫
氏
の
ご
紹
介
に
よ
る
大
内
谷
Ｋ

（
西
川
津
町
内
）
在
住
の
足
立
晟

一
氏

（
明
治
４２
年
生
）
の
伝
え
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。

大
内
谷
附
近
で
は
以
前
は
朝
酌
川
を

「
川
津
川
」
と
呼
び
、
水
草
川
の
呼
称
は
記
録
に
も
伝
承
に
も
な
い
。
ま
た
大
内
谷
よ
り
上
流
の
笠

無
橋
Ｊ
附
近
か
ら
、
支
流
の
持
田
川

（
Ｆ
）
と
日
吉
川

（
Ｇ
。
上
流
で
は
小
倉
川
と
称
す
）
合
流
地
点
Ⅱ
ま
で
の
間
を

「
笠
無
川
」
と
呼
ん

だ
。
「
水
草
川
」
は
持
田
川
に
用
い
ず
、
笠
無
橋
よ
り
上
流
の
朝
酌
川
本
流
を
呼
ぶ
名
称
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
持
田
川

。
日
吉
川
を

『
水
草
川
』
と
は
呼
ば
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
納
佐
の
和
田
岩
夫
氏
の
伝
え
と
も

一
致
し
て
い
る
。

か
よ
う
に
、
金
井
谷
川
は
朝
酌
川
本
流
に
属
さ
な
い
こ
と
と
、
右
の

「
道
敷
図
」
に
見
え
る

″
字
名
″
の

『
水
草
川
』
と
地
元
の
伝
承
に
お



け
る

『
水
草
川
』
の
範
囲
を
重
視
す
れ
ば
、
大
滝
ｗ
と

「
大
門

・
小
門
の
十
字
路
」
の
間
が

『
風
土
記
』
の
方
角

・
距
離
と
合
致
し
て
も
、
直

ち
に
金
井
谷
川
ｗ
地
点
を
福
原
か
ら
の

「
西
北
」
の
源
に
比
定
す
る
こ
と
に
は
躊
躇
す
る
。

右
の

『
水
草
川
』
の
流
域
範
囲
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
本
谷
川
ｐ
地
点
に
比
定
す
る
方
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
思
う
。
た
だ
、
六
里

一
百
六

十
歩
と
い
う
短
距
離
の
間
で
誤
差
が
鶴
％
も
あ
る
の
は
気
に
な
る
。
し
か
し
、
本
谷
川
に
至
る
旧
道
は
右
の
第
１

・
４
路
線
か
第
３

・
２

・
４

路
線
以
外
に
な
い
し
、
江
戸
時
代
以
前
に
こ
の
外
の
道
が
あ

っ
た
可
能
性
は
地
勢
か
ら
見
て
ほ
と
ん
ど
な
い
。
本
論
文
で
計
算
し
た

一
月
の
長

さ
に
問
題
が
な
い
か
と
い
う
点
も
、
本
論
文
で

一
尺
あ
た
り
８
％
も
長
く
す
れ
ば
、
Ａ

・
Ｃ
論
文
の
計
算
の
総
て
も
同
じ
値
で
す
る
必
要
が
生

ず
る
。　
一
尺
あ
た
り
８
％
長
く
し
て
Ａ
論
文
の
計
算
の
一
例
を
し
直
す
と
、
一
十
七
里

一
百
八
十
歩
は

「
大
門
・小
門
の
十
字
路
」
の
西
お
９
８

日
、
Ｃ
論
文
の
二
十
九
里

一
百
八
十
歩
は
西
〓
い

，
ｄ
Ｂ
と
な
り
、　
共
に
福
原
町
の
台
地
の
中
心
を
逢
か
に
越
し
て
し
ま
う
。　
そ
し
て

一
方
納

佐
に
も
全
く
到
達
し
な
い
。

道
路
の
長
さ
に
関
し
て
は
Ａ
論
文
以
来
の
研
究
の
結
果
、

『
風
土
記
』
の
数
値
は
か
な
り
信
憑
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
数
値
の
精
度
に
関
し
て
は
疑
わ
し
い
事
例
が
出
て
き
て
い
る

（未
発
表
）
こ
と

か
ら
す

る

と
、
水
源
に
関
し
て
は
、
麓
ま
で
は
道
路
の
実
測
数
値
を
採
用
し
、
そ
れ
以
上
は
目
測
な
ど
の
推
定
値
を
加
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
可
能
性
も
考
慮
に
入
れ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

そ
の
点
で
、
Ａ
論
文
に
結
論
の
出
た

″
東
北
〃
の
源

へ
の
距
離
の
方
が
、
「
大
門

・
小
門
の
十
字
路
」
↑
」
の
場
合
は
北
の
方
の
Ｔ
字
路
）
の

南

ぶ
』
３

と
、
逆
に
僅
差
で
あ
る
の
が
気
に
な
る
。
水
源
地
へ
の
距
離
を
出
す
の
は
困
難
な
仕
事
で
あ
る
か
ら
、
正
確
に
実
測
し
た
も
の
や

登
山
口
ま
で
の
距
離
を
も
っ
て
し
た
も
の
や
推
定
値
の
入
っ
た
も
の
な
ど
、
原
資
料
に
ば
ら
つ
き
が
あ

っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。
と
も
か
く
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
郡
家
の
遺
構
が
ど
の
範
囲
に
及
ん
で
い
た
か
考
古
学
的
調
査
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
、
今
後
明

確
な
遺
構
が
出
土
す
れ
ば
あ
る
程
度
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

『
出
雲
国
風
土
記
』
島
根
郡
家
の
比
定

一
一一一一



二
四

九

最
後
に
、
『考
証
』
の
説
で
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
い
な
い
問
題
を
検
討
し
て
本
稿
を
閉
じ
る
。　
即
ち
、　
水
草
川
の
源

へ
の
距
離
に
関
し
、

『
考
証
』
は
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

一
水
の
源
は
、
福
原
か
ら
登
る
所
の
澄
水
谷
の
谷
で
あ
る
。
三
里

一
百
八
十
歩
と
い
ふ
数
に
は
誤
り
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
山
を
登

っ

て
、
も
と
の
澄
水
寺
の
跡
ま
で
ゆ
く
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
の
里
程
で
も
良
い
か
も
知
ら
ぬ
が
、
そ
れ
は
通
常
の
書
き
方
で
な
い
。
も
う

一
つ

ヽ
　
ヽ
　
ヽ
　
ヽ
　
ヽ
　
ヽ
　
ヽ
　
ヽ
　

　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
、　
一
水
の
源
は
澄
水
山
で
あ
る
が
、
納
蔵
の
谷
で
、
そ
の
里
程
は
郡
家
よ
り
納
佐
を
通
り
納
蔵
の
東
北
の
谷
ま
で
の
里
程
で
あ
ら
う
。

（
傍
点
は
服
部
）

こ
の

「
通
常
の
書
き
方
で
は
な
い
」
と
す
る
の
は
、
他
の
島
根
郡
の
川
の
源

へ
の
距
離
が
、
川
の
発
し
て
い
る
山
の
登
山
口

（
？
）

へ
の
距

離
と
ほ
ぼ
等
し
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

「
ほ
ぼ
等
し
い
」
と
し
た
の
は
諸
本
に
よ
っ
て
数
字
は
厳
密
に
は

一
致
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
は

こ
れ
を
単
に
誤
写
の
問
題
と
し
て
処
理
し
て
し
ま
う
の
は
こ
の

『
風
上
記
』
の
性
格
上
危
険
な
の
で
、
他
の
川
の
水
源
に
つ
い
て
も
今
後
調
査

す
る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。
と
も
か
く
、
『
考
証
』
の
「
源
」

へ
の
距
離
は
水
源
地
ま
で
で
は
な
く
、
川
の
発
す
る
山

（
こ
の
場
合
は
毛
志
山
を

私
は
問
題
に
し
て
い
る
）
の
山
裾

（
ま
た
は
登
山
口
？
）
ま
で
の
距
離
を
示
し
て
い
る
と
い
う
推
定

（
『
考
証
』
は

「
で
あ
ろ
う
」

と
し
て
い

る
の
で
）
は
果
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

西
北
六
里

一
百
六
十
歩
は
諸
本
異
同
が
な
い

（
加
藤
氏

『
校
本
し

の
で
、
『考
証
』
の

「
福
原
長
慶
寺
の
辺
」
に
近
い

「
大
門

・
小
門
の
十

字
路
」
を
起
点
と
し
て
納
佐
経
由
で
金
井
谷
の
入
ロ
ヘ
ま
で
積
算
し
て
み
る
。
即
ち
、
最
も
近
い
第
１

・
５

ｏ
９

・
４
路
線
に
よ
る
と
、
こ
の

間
は
８
８
６
ω
Ｂ
で
あ
る
か
ら
、

『
風
土
記
』
の
距
離
で
は
じ
ぶ
ヽ
ヨ
も
不
足
す
る
。

次
に

″
東
北
″
の
源

へ
の
三
里

一
百
八
十
歩
は
、

『
校
本
』

に
よ
れ
ば
傍
点
を
二
と
す
る
本
が
あ
る
の
み
で
誤
字
の
手
が
か
り
は
目
下
は
な



い
。
仮
に
毛
志
山
に
最
も
近
い

「
一
里

一
百
八
十
歩
」
３
８
る
０
日
）
の
誤
り
と
し
て
、
「
大
門

・
小
間
の
十
字
路
」
か
ら
澄
水
山
に
向
か
い
第

３
路
線
を
登

っ
て
行
く
と
、
そ
の
地
点
は
現
在
の
福
原
町
の
人
々

（安
達
希
健
氏

・
岩
成
正
信
氏
）
が
登
山
口
と
し
て
い
る
樹
木
の
始
ま
る
ｄ

よ
り
も
さ
ら
に
〓
”
８
８
山
中
に
入

っ
て
し
ま
う
の
で
、
う
ま
く
行
か
な
い
。
『
考
証
』
の

「
長
慶
寺
の
辺
」
を
重
視
し
て
、
「
大
門

・
小
門
の

十
字
路
」
の
南
お

，
い
日
下

っ
た
長
慶
寺
入
口
の
Ｔ
字
路
テ
か
ら
計
れ
ば
、
ｄ
の
南
８
３
ヽ
ヨ
と
現
在
の
登
山
口
に
近
く
な
る
。
こ
の
点
は
都
合

良
い
が
、
Ａ
論
文
で
述
べ
た
よ
う
に
果
し
て

『
風
土
記
』
時
代
ｄ
が
登
山
口
と
意
識
さ
れ
て
い
た
が
問
題

（
山
麓
は
虫
野
と
い
う
原
野
だ

っ
た

か
も
知
れ
な
い
の
で
、
も

っ
と
南
の
山
裾
に
登
山
口
が
あ

っ
た
可
能
性
も
あ
る
）
で
あ
る
。　
そ
れ
に
、
「
西
北
」

の
距
離
が
全
く
説
明
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
六
里

一
百
六
十
歩
に
も
誤
字
が
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
で
は
恣
意
的
に
な
り
す
ぎ
る
。

た
だ
、
『考
証
』
の
指
摘
は
見
逃
せ
な
い
の
で
今
後
別
の
川
の
水
源
地
調
査
の
結
果
と
考
え
合
わ
せ
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
水
草
川
ａ
の
み
山

裾

（
？
）
ま
で
で
な
く
、　
″
水
源
地
″
ｂ

へ
の
距
離
を
記
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
川
が
郡
家
の
お
膝
元
な
の
で
他
よ
り
も
詳
し
く
調
査
し
て
記

し
た
と
い
う
可
能
性
、
ひ
い
て
は
第
八
章
末
に
述
べ
た

「
原
資
料
」
の
問
題
な
ど
も
考
慮
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

注
（
１
）

後
藤
氏
第
二
章
注

（２
）
書
１１４
～
‐‐５
ぺ
０
後
藤
氏
同
注

（６
）
書
も
同
じ
。

結

論

叙
上
の
如
く
、
様
々
な
可
能
性
を
考
え
て
も
水
草
川
の

″
東
北
″
と
西
北
の
源
か
ら
は
納
佐
説
に
は
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
″
東
北
″
の
源
は

『
参
究
』
の
如
く
坂
本
川
で
は
な
く
、
Ａ
論
文
に
記
し
た
福
原
川
本
流
で
あ
る
こ
と
を
本
論
文
で
も
確
認
し
た
。
従

っ
て
、
校
訂
本
の

″
東
北
″
は
Ａ
論
文
同
様
、
抄
本

・
万
葉
緯
本
の
「北
」
を
採
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
北
」
の
書
式
が
異
例
で
あ
る
こ
と
を

気
が
か
り
に
す
る
な
ら
ば
、
福
原
川
本
流
は
福
原
町
の
台
地
の
中
心
部
か
ら
は
正
に

「
正
北
」
に
当
る
も
の
だ
か
ら
、
「
正
北
」
と
校
訂
す
る

『出
雲
国
風
上
記
』
島
根
郡
家
の
比
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一五
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一一ハ

の
も
あ
る
い
は
良
い
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
も
原
資
料
の
表
記
が
そ
の
ま
ま
残

っ
て
い
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
か
ら
、
私
は
目
下
は

「
北
」
に

従
っ
て
お
く
。

西
北
の
源
は
本
谷
川
か
金
井
谷
川
で
あ
り
、
執
れ
を
と
っ
て
も
福
原
説
に
な
る
。
誤
差
の
少
な
い
点
、
お
よ
び

「
二
水
合
南
流
」
と
い
う
持

田
川
と
朝
酌
川
本
流
が
合
流
し
て
か
ら
の
方
位
を
重
視
す
れ
ば
金
井
谷
川
の
大
滝
が
源
と
な
る
。　
し
か
し
、　
明
治
の

「
道
敷
図
」

に
見
え
る

『
水
草
川
』
と
い
う

″字
名
″
、
今
日
の
伝
承
に
残
る

「
水
草
川
」
の
呼
称
の
範
囲
、
坂
本
川
が
朝
酌
川
本
流
中
に
属
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ

て
い
る

（和
田
岩
夫
氏
）
と
い
う
三
点
を
重
視
す
れ
ば
、
坂
本
川
上
流
の
本
谷
川
の
ｐ
附
近
が
源
と
な
る
。

郡
家
か
ら
の
二
つ
の
源

へ
の

『
風
上
記
』
の
距
離
は
、
『考
証
』
が
暗
に
示
し
て
い
る
よ
う
な
毛
志
山
の
山
裾
ま
で
の
長
さ
で
は
な
く
、　
下

か
ら
川
を
湖
行
し
て

「
行
き
止
ま
り
」
と
感
ず
る
地
点
ま
で
の
長
さ
で
あ
る
、
と
目
下
の
と
こ
ろ
は
考
え
ら
れ
る
。

残
る
と
こ
ろ
の

″
東
北
″
の

「
三
里

一
百
八
十
歩
」
か

「
三
里
二
百
八
十
歩
」
か
は
、
共
に
福
原
の
台
地
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
郡
家

の
確
実
な
遺
構
が
ま
だ
出
土
し
て
い
な
い
の
で
決
定
で
き
な
い
。

以
上
、
Ｂ
論
文
は
Ａ
論
文
を
補
強
し
、
Ｃ
論
文
は
さ
ら
に
Ａ

・
Ｂ
論
文
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本
論
文
は
こ
れ
ら
旧
三
論
文
の
私

の
諸
説
を

一
層
支
持
す
る
結
果
と
な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（終
）

（
昭
和
６３
年
１
月
１５
日
受
理
）





写真 (1)金井谷川「大滝」 (高 さ33m)広角レンズのため滝は実際よりも低く見

える。人物は藤原久夫氏 (昭和 62年 3月 22日 ,35ミ リンンズ)。 当日は

雨天だったが,藤原氏によればこの川はさほど増水しないという。

写真 (2)金井谷り||「大滝」を50m下流から望む。

角レンズのため滝は実際よりも小さく,

藤原久夫氏 (昭和62年 3月 22日 ,35ミ リ

3分の 1樹木で隠れている。広

谷間は緩やかに見える。矢印は

L/ン ズ)。



写真 (3)坂本町m地点のホーヅキ谷川。人物は安達希健氏 (昭和62年 4月 1日 。

標準レンズ)。

。(ヽ く 橋ヽ殖 ′ロドコト08赳腎D
汁S野≧0+ヽ一)′⌒⑪針]⑪ 撃詩沈口、

がさ沈眸「lτ 蒲汁9‐lJ′ ハ畔

ゝ 。≧0)⑪ 狂諄 "蝙 )濁 (ヽ)‖判



叶楓 (n)懸K旨ミ拠「‖ユヽ OQ鰹」klEEttЮ ・Ю日′書H・ Ю日)燿喉
°

導Q●

壼会颯0′ よ最壼機Щ《赳ピ(田晨S#∞駅震回′
雖卦ゝ くヽ)°

叶何 (0)「‖E粂 OQ埋」H喉°
よ最機砥《赳ビQ巡畑せ壼業響p埒Ю (田晨させ

∞駅銘回′
継叫ゝ Kヽ)°



写真 (7)「吉ガ谷の滝」を下流 HOmか ら望む。右が本谷,左が妙見谷,矢印は

矢田重雄氏 (昭和61年 3月 31日 , 標準レンズ)。 かように 2つの谷川と

広い斜面の水を集めるから,本谷川はホーヅキ谷川よりも水量が多くな

る。写真(3)。 (4)。 (7)に よって,本谷川が坂本川の本流であることがある

程度ご推測頂けるものと思う。撮影地点は建設中のダムの堰堤で, この

滝はやがて水没するかも知れない。この調査時に「吉ガ谷の滝」が正面

行き止まりに見えた時,いかにもこの地点から本谷川が発しているよう

に見えたので,調査を打ち切った。


